
令和６年７月

進路に関するアンケート調査 結果
（保護者 用）

調査期間 令和６年３月６日～令和６年３月２２日

対象者 市内の学校に通う小学６年生から高校３年生までの児童生徒
の保護者

調査方法 学校を通じ対象者全員に通知
回答はオンライン回答のみ

実施者 むつ市 企画政策部 企画調整課
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【基本事項】
Ｑ１．あなたの住所地をお知らせください。

行ラベル 総計
①むつ市川内地区 44
②むつ市大畑地区 75
③むつ市脇野沢地区 6
④むつ市（①～③以外） 427
⑤大間町 0
⑥東通村 11
⑦風間浦村 0
⑧佐井村 0
⑨横浜町 5
⑩その他 1
総計 569

＜分析＞
 回答者において、大間町、風間浦村及び佐井村に住所を置く保護者はいなかった。

①むつ市川内地区 8%

②むつ市大畑地区 13%

③むつ市脇野沢地区 1%

④むつ市（①～③以外）
75%

⑥東通村 2%

⑨横浜町 1% ⑩その他 0%全体
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【基本事項】
Ｑ２．あなたのご家庭の主たる生計者の職業についてお知らせください。
Ｑ３．子供は何人いらっしゃいますか。

行ラベル ①１人 ②２人 ③３人 ④４人 ⑤５人以上 総計
①会社員 71 139 61 12 6 289
②公務員 17 84 42 5 2 150
③契約社員・派遣社員 4 4 2 1 11
④パート・アルバイト 12 20 8 3 43
⑤自営業・個人事業 10 23 13 8 1 55
⑥その他 11 7 3 21
総計 125 277 129 29 9 569

＜分析＞
 回答者において、「①会社員」、「②公務員」の割合が高く、また二人以上の子供がいる割合が高かっ
た。
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

①会社員
51%

②公務員
26%

③契約社員・派遣社員
2%

④パート・アルバイト
7%

⑤自営業・個人事業
10%

⑥その他
4%

全体

56.8%

50.2%

47.3%

41.4%

66.7%

13.6%

30.3%

32.6%

17.2%

22.2%

3.2%

1.4%

1.6%

3.4%

9.6%

7.2%

6.2%

10.3%

8.0%

8.3%

10.1%

27.6%

11.1%

8.8%

2.5%

2.3%

① １ 人

② ２ 人

③ ３ 人

④ ４ 人

⑤ ５ 人 以 上

子供の人数別
①会社員 ②公務員 ③契約社員・派遣社員

④パート・アルバイト ⑤自営業・個人事業 ⑥その他
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【基本事項】
Q４.子供の学年等で、該当するものを全てお知らせください。
（複数選択可のため、小学６年生から高校３年生までの一番上の学年を抽出）

行ラベル 総計
①小学６年生 109
②中学１年生 98
③中学２年生 79
④中学３年生 75
⑤高校１年生 73
⑥高校２年生 98
⑦高校３年生 37
総計 569

＜分析＞
 省略

①小学６年生
19%

②中学１年生
17%

③中学２年生
14%

④中学３年生
13%

⑤高校１年生
13%

⑥高校２年生
17%

⑦高校３年生
7%

全体
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【基本事項】
Q５.令和9年度に、大湊高校とむつ工業高校とが統合され、下北地区統合校が設置されることを
 知っていますか。

行ラベル ①小６ ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
①詳しく知っている 13 14 10 7 6 12 5 67
②少し知っている 90 80 65 68 67 83 32 485
③知らない 6 4 4 3 17
総計 109 98 79 75 73 98 37 569
注）子供の学年について、小学６年生から高校３年生までの一番上の学年を抽出しているため、
 子供が二人以上いる場合、下の学年の子供がいる場合があります。

＜分析＞
 子供の学年にかかわらず、詳しく知っているが１０％前後、少し知っているが８０～９０％台と、統合
されることは知っているという結果であった。
 なお、統合校の当事者となる小学６年生の保護者については、約９５％が知っているという結果であっ
た。
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

①詳しく知っている
12%

②少し知っている
85%

③知らない
3%

全体

11.9%

14.3%

12.7%

9.3%

8.2%

12.2%

13.5%

82.6%

81.6%

82.3%

90.7%

91.8%

84.7%

86.5%

5.5%

4.1%

5.1%

3.1%

① 小 ６

② 中 １

③ 中 ２

④ 中 ３

⑤ 高 １

⑥ 高 ２

⑦ 高 ３

学年別 ①詳しく知っている ②少し知っている ③知らない
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【中学卒業後の進路について】
Q６.中学卒業後の進路について、あなたの希望をお答えください。

行ラベル ①小６ ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
①田名部高校 40 40 38 33 17 26 14 208
②大湊高校 3 19 17 12 29 43 5 128
③むつ工業高校   7 20 10 18 13 14 12 94
④下北地区統合校 30 1 2 6 39
⑤その他の公立高校 6 6 5 5 5 5 32
⑥私立高校 2 4 1 2 1 10
⑦専門学校等 4 1 5
⑧就職 0
⑨その他（未定も含む） 17 9 8 3 6 9 1 53
総計 109 98 79 75 73 98 37 569
注）子供の学年について、小学６年生から高校３年生までの一番上の学年を抽出しているため、
 子供が二人以上いる場合、下の学年の子供がいる場合があります。

＜分析＞
 約８０％の保護者が、地元の高校への進学を希望していることがわかる。
 一方で、中学生の保護者の約１０％が下北以外の高校への進学を希望していることがわかった。
 児童・生徒アンケートと比較し「①田名部高校」の割合が１０％高くなっている。
 統合校の当事者となる小学６年生の保護者の約２８％が統合校への進学を希望している。
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

①田名部高校
37%

②大湊高校
22%

③むつ工業高校
16%

④下北地区統合校
7%

⑤その他の公立高校 6%

⑥私立高校 2%
⑦専門学校等 1%

⑧就職 0% ⑨その他（未定も含む） 9%
全体

36.7%

40.8%

48.1%

44.0%

23.3%

26.5%

37.8%

2.8%

19.4%

21.5%

16.0%

39.7%

43.9%

13.5%

6.4%

20.4%

12.7%

24.0%

17.8%

14.3%

32.4%

27.5%

1.3%

2.7%

6.1%

5.5%

6.1%

6.3%

6.7%

6.8%

13.5%

1.8%

4.1%

1.3%

2.7%

1.4%

3.7%

1.3%

15.6%

9.2%

10.1%

4.0%

8.2%

9.2%

2.7%

① 小 ６

② 中 １

③ 中 ２

④ 中 ３

⑤ 高 １

⑥ 高 ２

⑦ 高 ３

学年別 ①田名部高校 ②大湊高校 ③むつ工業高校

④下北地区統合校 ⑤その他の公立高校 ⑥私立高校

⑦専門学校等 ⑧就職 ⑨その他（未定も含む）
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【中学卒業後の進路について】
Q７．中学卒業後の進路先の地域について、あなたの希望でお答えください。
 
行ラベル ①小６ ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
①むつ市内 78 74 62 55 54 78 26 427
②むつ市外（青森県内） 10 9 9 13 9 6 6 62
③青森県外 7 5 2 2 6 1 1 24
④海外 1 1
⑤未定 14 10 6 4 4 13 4 55
総計 109 98 79 75 73 98 37 569
注）子供の学年について、小学６年生から高校３年生までの一番上の学年を抽出しているため、
 子供が二人以上いる場合、下の学年の子供がいる場合があります。

＜分析＞
 保護者の希望は、むつ市内が７０％以上、県内も含めると８０％以上となり、地元に残ってほしいと考
えていることがわかる。
 児童・生徒アンケートでは「むつ市内」が６４％であったのに対し、保護者アンケートでは７５％と
なっており、１１％高くなっている。
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

①むつ市内
75%

②むつ市外（青森県内）
11%

③青森県外 4%

④海外 0%
⑤未定 10%

全体

71.6%

75.5%

78.5%

73.3%

74.0%

79.6%

70.3%

9.2%

9.2%

11.4%

17.3%

12.3%

6.1%

16.2%

6.4%

5.1%

2.5%

2.7%

8.2%

1.0%

2.7%

1.3%

12.8%

10.2%

7.6%

5.3%

5.5%

13.3%

10.8%

① 小 ６

② 中 １

③ 中 ２

④ 中 ３

⑤ 高 １

⑥ 高 ２

⑦ 高 ３

学年別

①むつ市内 ②むつ市外（青森県内） ③青森県外 ④海外 ⑤未定
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【中学卒業後の進路について】
Q８．Ｑ6で、あなたの希望で①～⑦への進学と答えた方にお聞きします。
  その進学先を希望した最も大きな理由を一つお知らせください。

行ラベル ①小６ ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
①学習内容 3 5 4 5 4 4 25
②子供の学力とあっていた 6 6 7 11 11 17 5 63
③推薦入試がある 1 1
④部活動 2 5 4 3 3 3 2 22
⑤校舎や校風 1 1 2
⑥子供の希望 13 19 14 20 16 22 8 112
⑦先生（学校）の勧め
⑧通いやすさ 41 27 15 14 17 20 11 145
⑨経済的負担が少ない 9 6 5 1 3 3 27
⑩必要な資格が取れる 5 5 5 5 2 3 3 28
⑪大学・短大等への進学に有利 11 10 10 7 5 7 3 53
⑫将来の就職に有利 4 6 5 4 6 5 3 33
⑬その他 1 3 1 1 6
総計 95 90 73 72 68 84 35 517
注）子供の学年について、小学６年生から高校３年生までの一番上の学年を抽出しているため、
 子供が二人以上いる場合、下の学年の子供がいる場合があります。

その他の自由記述 ①小6 ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
LGBTQ+の対応をしてくれる
学校を探している

1 1

むつ市外へ引っ越したいため 1 1

子供の志望校だった 1 1
大湊とむつ工が途中で統合す
る為

1 1

転勤族なので、今は具体的に
考えられない

1 1

統廃合のない学校を選びたい 1 1
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

＜分析＞
 児童・生徒アンケート同様、「⑧通いやすさ」がもっとも高い割合となった。
 また、児童・生徒アンケートでは、「家族の勧め」が９％であったのに対し、保護者アンケートでは
「⑥子供の希望」が２２％であり、子供の意見を尊重していることがうかがえる。

①学習内容 5%
②子供の学力とあっていた

12%

③推薦入試がある 0%

④部活動 4%

⑤校舎や校風 1%

⑥子供の希望
22%

⑧通いやすさ
28%

⑨経済的負担が少ない
5%

⑩必要な資格が取れる
6%

⑪大学・短大等への進学に有利
10%

⑫将来の就職に有利
6%

⑬その他
1%

全体

3.2%

5.6%

5.5%

6.9%

5.9%

4.8%

6.3%

6.7%

9.6%

15.3%

16.2%

20.2%

14.3%

1.4%

2.1%

5.6%

5.5%

4.2%

4.4%

3.6%

5.7%

1.1%

1.4%

13.7%

21.1%

19.2%

27.8%

23.5%

26.2%

22.9%

43.2%

30.0%

20.5%

19.4%

25.0%

23.8%

31.4%

9.5%

6.7%

6.8%

1.4%

4.4%

3.6%

5.3%

5.6%

6.8%

6.9%

2.9%

3.6%

8.6%

11.6%

11.1%

13.7%

9.7%

7.4%

8.3%

8.6%

4.2%

6.7%

6.8%

5.6%

8.8%

6.0%

8.6%

1.1%

4.1%

1.4%

1.5%

① 小 ６

② 中 １

③ 中 ２

④ 中 ３

⑤ 高 １

⑥ 高 ２

⑦ 高 ３

学年別 ①学習内容 ②子供の学力とあっていた ③推薦入試がある

④部活動 ⑤校舎や校風 ⑥子供の希望

⑦先生（学校）の勧め ⑧通いやすさ ⑨経済的負担が少ない

⑩必要な資格が取れる ⑪大学・短大等への進学に有利 ⑫将来の就職に有利

⑬その他
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【中学卒業後の進路について】
Q９．Ｑ6で、あなたの希望で⑧の就職と答えた方にお聞きします。
  その最も大きな理由を一つお知らせください。

行ラベル ①小６ ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
①進学させる必要性を感じな
い

1 1 3 1 6

②子供を自立させるため 1 2 4 5 2 1 15
③家業を継がせるため 1 1
④経済的な理由で進学させる
ことが困難だった

2 1 2 1 1 7

⑤子供が学校（集団生活）に
なじめないから

1 1 1 1 4

⑥先生（学校）の勧め 0
⑦その他 1 5 3 1 2 2 14
総計 3 7 5 8 8 10 6 47
注）子供の学年について、小学６年生から高校３年生までの一番上の学年を抽出しているため、
 子供が二人以上いる場合、下の学年の子供がいる場合があります。

＜分析＞
 「②子供を自立させるため」、「④経済的な理由で進学させることが困難だった」が、合わせて４７％
となっており、家庭の事情で就職希望となっている可能性があることがうかがえる。
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

①進学させる必要性を感じない
13%

②子供を自立させるため
32%

③家業を継がせるため 2%

④経済的な理由で進学させるこ
とが困難だった 15%

⑤子供が学校（集団生活）に
なじめないから 8%

⑦その他
30%

全体

12.5%

12.5%

30.0%

16.7%

14.3%

40.0%

50.0%

62.5%

20.0%

16.7%

10.0%

66.7%

14.3%

40.0%

10.0%

16.7%

20.0%

12.5%

10.0%

16.7%

33.3%

71.4%

37.5%

12.5%

20.0%

33.3%

① 小 ６

② 中 １

③ 中 ２

④ 中 ３

⑤ 高 １

⑥ 高 ２

⑦ 高 ３

学年別 ①進学させる必要性を感じない ②子供を自立させるため

③家業を継がせるため ④経済的な理由で進学させることが困難だった

⑤子供が学校（集団生活）になじめないから ⑦その他
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【中学卒業後の進路について】
Q１０．中学卒業後の進路について、子供の希望とあなたの希望は合っていますか。
 
行ラベル ①小６ ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
①合っている 95 87 72 69 68 90 34 515
②合っていない 14 11 7 6 5 8 3 54
総計 109 98 79 75 73 98 37 569
注）子供の学年について、小学６年生から高校３年生までの一番上の学年を抽出しているため、
 子供が二人以上いる場合、下の学年の子供がいる場合があります。

＜分析＞
 子供の学年にかかわらず、概ね保護者と子供の意見があっていることがわかる。
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

①合っている
91%

②合っていない
9%

全体

87.2%

88.8%

91.1%

92.0%

93.2%

91.8%

91.9%

12.8%

11.2%

8.9%

8.0%

6.8%

8.2%

8.1%

① 小 ６

② 中 １

③ 中 ２

④ 中 ３

⑤ 高 １

⑥ 高 ２

⑦ 高 ３

学年別

①合っている ②合っていない
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【高校卒業後の進路について】
Q１１.高校卒業後の進路について、あなたの希望でお応えください。
 
行ラベル ①小６ ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
①国公立大学 30 32 26 27 17 26 14 172
②青森大学むつキャンパス 5 1 3 5 3 17

③八戸学院大学がむつ市に設
置する看護学科キャンパス

6 1 4 3 1 3 18

④その他の私立大学 3 2 4 3 4 7 4 27
⑤青森明の星短期大学下北
キャンパス

1 1 1 1 4 2 10

⑥その他の短期大学 2 1 1 1 4 5 1 15
⑦専門学校 10 7 7 6 11 11 3 55
⑧就職 10 15 11 13 20 29 9 107
⑨その他（未定も含む） 42 38 25 18 7 12 6 148
総計 109 98 79 75 73 98 37 569
注）子供の学年について、小学６年生から高校３年生までの一番上の学年を抽出しているため、
 子供が二人以上いる場合、下の学年の子供がいる場合があります。

＜分析＞
 むつ市内３高校の実際の進学率が５０％前後であることに対し、進学希望が５５％であり、若干の開き
があることがわかった。
 むつ市にキャンパスを置く（予定含む）２大学１短大の希望者は合わせて約８％で、児童・生徒アン
ケートの３％よりも高くなっている。
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

①国公立大学
30%
②青森大学むつキャンパス 3%

③八戸学院大学がむつ市に設置する看
護学科キャンパス 3%

④その他の私立大学 5%
⑤青森明の星短期大学下北キャンパス 2%

⑥その他の短期大学 2%⑦専門学校 10%

⑧就職
19%

⑨その他（未定も含む）
26%

全体

27.5%

32.7%

32.9%

36.0%

23.3%

26.5%

37.8%

4.6%

1.0%

4.0%

6.8%

3.1%

5.5%

1.0%

5.1%

4.0%

1.4%

3.1%

2.8%

2.0%

5.1%

4.0%

5.5%

7.1%

10.8%

0.9%

1.0%

1.3%

1.3%
5.5%

2.0%

1.8%
1.0%

1.3%

1.3%

5.5%

5.1%

2.7%

9.2%

7.1%

8.9%

8.0%

15.1%

11.2%

8.1%

9.2%

15.3%

13.9%

17.3%

27.4%

29.6%

24.3%

38.5%

38.8%

31.6%

24.0%

9.6%

12.2%

16.2%

① 小 ６

② 中 １

③ 中 ２

④ 中 ３

⑤ 高 １

⑥ 高 ２

⑦ 高 ３

学年別
①国公立大学 ②青森大学むつキャンパス

③八戸学院大学がむつ市に設置する看護学科キャンパス ④その他の私立大学

⑤青森明の星短期大学下北キャンパス ⑥その他の短期大学

⑦専門学校 ⑧就職

⑨その他（未定も含む）
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【高校卒業後の進路について】
Q１２．高校卒業後の進路先の地域について、あなたの希望でお答えください。
 
行ラベル ①小６ ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
①むつ市内 19 16 13 13 16 17 4 98
②むつ市外（青森県内） 18 17 17 17 15 31 13 128
③青森県外 30 29 22 23 25 31 14 174
④海外 2 2
⑤未定 42 36 27 20 17 19 6 167
総計 109 98 79 75 73 98 37 569
注）子供の学年について、小学６年生から高校３年生までの一番上の学年を抽出しているため、
 子供が二人以上いる場合、下の学年の子供がいる場合があります。

＜分析＞
 児童・生徒アンケートでは、「むつ市内」１１％、「むつ市外（青森県内）」１９％であったのに対
し、保護者アンケートでは、「①むつ市内」１７％、「②むつ市外（青森県内）」２３％となっており、
保護者は子供に地元に残ってほしいと考えていることがうかがえる。
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

①むつ市内
17%

②むつ市外（青森県内）
23%

③青森県外
31%

④海外 0%

⑤未定
29%

全体

17.4%

16.3%

16.5%

17.3%

21.9%

17.3%

10.8%

16.5%

17.3%

21.5%

22.7%

20.5%

31.6%

35.1%

27.5%

29.6%

27.8%

30.7%

34.2%

31.6%

37.8%

2.7%

38.5%

36.7%

34.2%

26.7%

23.3%

19.4%

16.2%

① 小 ６

② 中 １

③ 中 ２

④ 中 ３

⑤ 高 １

⑥ 高 ２

⑦ 高 ３

学年別

①むつ市内 ②むつ市外（青森県内） ③青森県外 ④海外 ⑤未定
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【高校卒業後の進路について】
Q１３．Q11で、あなたの希望として①～⑦への進学と答えた方にお聞きします。

    その進学先を希望した最も大きな理由を一つお知らせください。

行ラベル ①小６ ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
①学習内容（学部・学科） 9 13 7 9 9 8 5 60
②子供の能力とあっていた 1 1 3 4 3 7 4 23
③推薦入試がある 1 1 2
④部活動・サークル活動 2 1 3
⑤校舎や校風 1 1 2
⑥子供の希望 7 7 9 5 8 14 4 54
⑦先生（学校）の勧め 0
⑧通いやすさ 4 5 2 6 4 4 1 26
⑨経済的負担が少ない 9 11 11 13 9 12 7 72
⑩必要な資格が取れる 12 6 6 5 8 6 1 44
⑪オープンキャンパス等の体
験

2 1 3

⑫卒業後の就職に有利 16 6 9 4 7 6 3 51
⑬その他 5 2 2 1 1 11
総計 58 57 48 49 50 62 27 351
注）子供の学年について、小学６年生から高校３年生までの一番上の学年を抽出しているため、
 子供が二人以上いる場合、下の学年の子供がいる場合があります。

その他の自由記述 ①小6 ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
まだ決まっていない 2 1 1 4
希望する学科が市外 1 1
高校の後の進路が未定 1 1
就職です 1 1
本人のやりたい分野を集中し
て学べる

1 1

＜分析＞
 保護者の意見では、「⑨経済的負担が少ない」が２０％と最も大きな割合を占めており、進学にかかる
費用負担が進路選択に影響を与えていることがうかがえる。
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

①学習内容（学部・学科）
17%

②子供の能力とあっていた 7%

③推薦入試がある 1%
④部活動・サークル活動 1%
⑤校舎や校風 1%

⑥子供の希望
15%

⑧通いやすさ 7%
⑨経済的負担が少ない

20%

⑩必要な資格が取れる
13%

⑪オープンキャンパス等の体験 1%

⑫卒業後の就職に有利
14%

⑬その他
3%

全体

15.5%

22.8%

14.6%

18.4%

18.0%

12.9%

18.5%

1.7%

1.8%

6.3%

8.2%

6.0%

11.3%

14.8%

1.8%

2.1%

3.5%

1.6%

2.0%

1.6%

12.1%

12.3%

18.8%

10.2%

16.0%

22.6%

14.8%

6.9%

8.8%

4.2%

12.2%

8.0%

6.5%

3.7%

15.5%

19.3%

22.9%

26.5%

18.0%

19.4%

25.9%

20.7%

10.5%

12.5%

10.2%

16.0%

9.7%

3.7%

3.2%

3.7%

27.6%

10.5%

18.8%

8.2%

14.0%

9.7%

11.1%

8.8%

4.1%

4.0%

1.6%

3.7%

① 小 ６

② 中 １

③ 中 ２

④ 中 ３

⑤ 高 １

⑥ 高 ２

⑦ 高 ３

学年別 ①学習内容（学部・学科） ②子供の能力とあっていた ③推薦入試がある

④部活動・サークル活動 ⑤校舎や校風 ⑥子供の希望

⑦先生（学校）の勧め ⑧通いやすさ ⑨経済的負担が少ない

⑩必要な資格が取れる ⑪オープンキャンパス等の体験 ⑫卒業後の就職に有利

⑬その他
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【高校卒業後の進路について】
Q1４.Ｑ１１であなたの希望で⑧就職と答えた方にお聞きします。
   その最も大きな理由を一つお知らせください。
 
行ラベル ①小６ ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
①進学させる必要性を感じな
い

1 3 3 2 1 4 3 17

②子供を自立させるため 4 6 4 7 11 14 46
③家業を継がせるため 1 1
④経済的な理由で進学させる
ことが困難だった

4 6 5 5 4 5 6 35

⑤子供が学校（集団生活）に
なじめないから

1 1 2

⑥先生（学校）の勧め 0
⑦その他 5 4 2 3 9 7 4 34
総計 14 20 14 18 25 31 13 135
注）子供の学年について、小学６年生から高校３年生までの一番上の学年を抽出しているため、
 子供が二人以上いる場合、下の学年の子供がいる場合があります。

その他の自由記述 ①小６ ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
本人（子ども）の希望 1 2 5 4 2 14
未定（まだわからない） 1 1 1 3
子供の希望で、海上自衛隊入
隊

1 1

まだ、高校を受験してないの
で確信ではないけれど、高校
から上の学校に行きたい理由
がないから。

1 1

高卒がいいとおもいます。 1 1

専門学校で資格取得後に、就
職したいと話しているから

1 1

大学進学を考えるほど勉強が
得意ではないこともあります
が、追求したい分野が進学し
なければならないわけではな
いからです。

1 1

勉強があまり好きではない 1 1
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

＜分析＞
 「②子供を自立させるため」が３４％、「④経済的な理由で進学させることが困難だった」が２６％と
高く、Ｑ１３の結果同様、進学に要する費用負担が保護者の考えに影響を与えていることがうかがえる。

①進学させる必要性を感じない
13%

②子供を自立させるため
34%

③家業を継がせるため 1%

④経済的な理由で進学させることが
困難だった 26%

⑤子供が学校（集団生活）に
なじめないから 1%

⑦その他
25%

全体

7.1%

15.0%

21.4%

11.1%

4.0%

12.9%

23.1%

28.6%

30.0%

28.6%

38.9%

44.0%

45.2%

5.0%

28.6%

30.0%

35.7%

27.8%

16.0%

16.1%

46.2%

5.6%

3.2%

35.7%

20.0%

14.3%

16.7%

36.0%

22.6%

30.8%

① 小 ６

② 中 １

③ 中 ２

④ 中 ３

⑤ 高 １

⑥ 高 ２

⑦ 高 ３

学年別 ①進学させる必要性を感じない ②子供を自立させるため

③家業を継がせるため ④経済的な理由で進学させることが困難だった

⑤子供が学校（集団生活）になじめないから ⑥先生（学校）の勧め

⑦その他
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【高校卒業後の進路について】
Q１５.高校卒業後の進路について、子供の希望とあなたの希望はあっていますか。
 
行ラベル ①小６ ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
①あっている 82 83 62 59 61 85 32 464
②あっていない 27 15 17 16 12 13 5 105
総計 109 98 79 75 73 98 37 569

＜分析＞
 Ｑ１０の中学卒業後の進路では、「①あっている」が９１％であったが、高校卒業後の進路は「①あっ
ている」が８２％となった。
 Ｑ１２で進路先の地域の結果の違いと連動しているものと推察する。
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

①あっている
82%

②あっていない
18%

全体

75.2%

84.7%

78.5%

78.7%

83.6%

86.7%

86.5%

24.8%

15.3%

21.5%

21.3%

16.4%

13.3%

13.5%

① 小 ６

② 中 １

③ 中 ２

④ 中 ３

⑤ 高 １

⑥ 高 ２

⑦ 高 ３

学年別

①あっている ②あっていない
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【高校卒業後の進路について】
Q１６.将来の就職を考えた時、子供に取得させたい資格があればお知らせください。
  （複数回答可）
 
行ラベル ①小６ ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
①英語検定の資格 40 37 23 32 25 25 10 192
②簿記 25 21 15 14 17 24 7 123
③ＦＰ（ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ） 6 5 5 5 6 6 1 34
④宅地建物取引士 9 3 2 7 6 3 1 31
⑤保育士 9 6 6 7 10 8 2 48
⑥介護士 5 6 9 8 6 10 3 47
⑦医師 11 6 10 6 5 6 2 46
⑧薬剤師 25 16 9 13 8 11 6 88
⑨保健師 14 9 8 10 3 9 2 55
⑩看護師 17 15 19 20 14 20 4 109
⑪教員免許 18 12 12 7 10 18 6 83
⑫IT関係の資格 34 36 23 28 25 25 13 184
⑬その他 24 22 15 13 12 28 8 122
総計 237 194 156 170 147 193 65 1162

その他の自由記述 ①小6 ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
理学療法士 4 1 1 1 4 11
作業療法士 1 1 2
言語聴覚士 1 1 2
臨床検査技師 1 1
臨床工学技士 1 1
精神保健福祉士 1 1
放射線技師 1 1 1 3
臨床心理士 2 1 3
歯科衛生士 1 1 2
医療ソーシャルワーカー 1 1
医療事務 1 1
獣医師 1 1 2
自動車免許（大型、特殊等） 1 1 2 4
船舶免許 1 2 3
管工事施工管理技士 1 1
建築士 1 1 1 1 1 3 1 9
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

施工管理技士 1 1
2次元CAD利用技術者 1 1
エックス線作業主任者 1 1
危険物取扱者 1 2 1 1 1 6
電気工事士 2 2 2 1 3 1 11
電気主任技術者 1 1 1 3
救急救命士 2 1 1 4
消防設備士 1 1
防災士 1 1
管理栄養士 1 2 3
調理師 2 3 5
スキューバダイビング 1 1 2
厩務員資格 1 1
学芸員 1 1
デザイン関係の資格 1 2 3
司法書士 1 1
社会福祉士 1 1 1 3
社会保険労務士 1 1
税理士 1 1
理美容の資格 1 1 1 1 4
ジュニア無線 1 1
地域音楽コーディネーター 1 1
外国語検定の資格 1 1
韓国語の通訳 1 1
自動車整備士 1 1 1 3

＜分析＞
 「①英語検定の資格」が１６％、「⑫ＩＴ関係の資格」が１６％と高い割合を占めたが、その他の意見
も含め多様な考えをもっていることがわかる。

- 29 -



令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

①英語検定の資格
16%

②簿記 11%

③ＦＰ（ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ） 3%

④宅地建物取引士 3%
⑤保育士 4%
⑥介護士 4%
⑦医師 4%⑧薬剤師 8%⑨保健師 5%

⑩看護師 9%

⑪教員免許 7%

⑫IT関係の資格
16%

⑬その他
10%

全体

16.9%

19.1%

14.7%

18.8%

17.0%

13.0%

15.4%

10.5%

10.8%

9.6%

8.2%

11.6%

12.4%

10.8%

2.5%

2.6%

3.2%

2.9%

4.1%

3.1%

1.5%

3.8%

1.5%

1.3%

4.1%

4.1%

1.6%

1.5%

3.8%

3.1%

3.8%

4.1%

6.8%

4.1%

3.1%

2.1%

3.1%

5.8%

4.7%

4.1%

5.2%

4.6%

4.6%

3.1%

6.4%

3.5%

3.4%

3.1%

3.1%

10.5%

8.2%

5.8%

7.6%

5.4%

5.7%

9.2%

5.9%

4.6%

5.1%

5.9%

2.0%

4.7%

3.1%

7.2%

7.7%

12.2%

11.8%

9.5%

10.4%

6.2%

7.6%

6.2%

7.7%

4.1%

6.8%

9.3%

9.2%

14.3%

18.6%

14.7%

16.5%

17.0%

13.0%

20.0%

10.1%

11.3%

9.6%

7.6%

8.2%

14.5%

12.3%

① 小 ６

② 中 １

③ 中 ２

④ 中 ３

⑤ 高 １

⑥ 高 ２

⑦ 高 ３

学年別 ①英語検定の資格 ②簿記 ③ＦＰ（ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ）

④宅地建物取引士 ⑤保育士 ⑥介護士

⑦医師 ⑧薬剤師 ⑨保健師

⑩看護師 ⑪教員免許 ⑫IT関係の資格

⑬その他
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令和６年３月実施 進路に関するアンケート調査（保護者用）

【高校卒業後の進路について】
Q１７.Ｑ16で選択した資格取得が可能な大学・短大、専門学校がむつ市内にあれば、子供が進学
   することを希望しますか。

行ラベル ①小６ ②中１ ③中２ ④中３ ⑤高１ ⑥高２ ⑦高３ 総計
①希望する 57 39 43 32 34 45 13 263
②希望しない 11 14 4 12 5 11 4 61
③どちらとも言えない 41 45 32 31 34 42 20 245
総計 109 98 79 75 73 98 37 569

＜分析＞
 Ｑ１２で高校卒業後の進路希望でむつ市内との答えが１７％であったのに対し、希望する資格が取得可
能であれば市内進学を希望するが４６％となったことから、高等教育機関設置へのニーズが高いことがう
かがえる。
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①希望する
46%

②希望しない 11%

③どちらとも言えない
43%

全体

52.3%

39.8%

54.4%

42.7%

46.6%

45.9%

35.1%

10.1%

14.3%

5.1%

16.0%

6.8%

11.2%

10.8%

37.6%

45.9%

40.5%

41.3%

46.6%

42.9%

54.1%

① 小 ６

② 中 １

③ 中 ２

④ 中 ３

⑤ 高 １

⑥ 高 ２

⑦ 高 ３

学年別

①希望する ②希望しない ③どちらとも言えない
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令
和
６
年
３
月
実
施
 
進
路
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
児
童
・
生
徒
用
）

【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
部

活
動

地
域

移
行

へ
の

不
安

、
学

校
対

学
校

で
団

結
力

を
深

め
自

分
の

学
校

へ
の

思
い

を
深

め
得

る
も

の
が

あ
る

。
今

か
ら

頑
張

ろ
う

と
思

っ
て

も
地

域
に

な
る

と
出

れ
な

い
か

も
し

れ
な

い
で

諦
め

て
し

ま
う

子
が

で
て

し
ま

う
。

部
活

動
で

得
て

ほ
し

い
事

は
あ

り
ま

す
が

お
金

も
か

か
る

し
学

校
に

苦
楽

を
共

に
す

る
先

生
が

い
な

い
、

な
に

よ
り

任
意

な
こ

と
。

 
年

の
差

が
あ

り
三

人
い

て
も

第
三

子
か

ら
外

れ
る

事
に

な
る

こ
と

。
 

陸
上

競
技

場
に

つ
い

て
、

大
き

な
大

会
を

行
う

こ
と

が
あ

る
の

で
駐

車
場

確
保

、
ラ

イ
ト

の
増

加
、

ま
た

は
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
。

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

む
つ

市
内

で
、

資
格

取
得

で
き

る
機

会
を

増
や

し
て

欲
し

い
。

 
専

門
職

の
職

場
見

学
や

職
業

体
験

等
増

や
し

て
欲

し
い

。
 

学
校

行
事

で
職

業
体

験
も

あ
る

が
、

い
つ

も
職

種
が

限
ら

れ
る

の
で

、
「

キ
ッ

ザ
ニ

ア
」

の
よ

う
な

職
業

社
会

体
験

イ
ベ

ン
ト

が
あ

れ
ば

よ
い

。
 

む
つ

市
奨

学
金

な
ど

の
支

援
金

（
給

付
金

）
の

充
実

（
申

し
込

み
し

や
す

い
、

採
用

さ
れ

や
す

い
）

 
若

者
受

け
す

る
娯

楽
施

設
や

店
舗

が
な

い
た

め
む

つ
市

に
残

り
た

い
と

思
わ

な
い

子
が

多
い

の
で

、
施

設
な

ど
増

え
れ

ば
い

い
と

思
う

。
 

ひ
と

り
親

家
庭

で
も

大
学

ま
で

の
医

療
費

の
支

援
、

医
学

部
医

学
科

以
外

で
も

給
付

金
制

度
の

拡
充

。
 

進
路

希
望

調
査

が
中

学
生

か
ら

あ
り

、
高

校
生

で
も

な
り

た
い

職
業

が
な

か
な

か
決

ま
ら

な
い

た
め

、
ど

ん
な

職
業

が
あ

る
の

か
知

る
機

会
を

増
や

し
て

ほ
し

い
。

 
高

校
や

大
学

に
通

う
に

あ
た

り
、

路
線

バ
ス

の
本

数
の

検
討

。
資

格
取

得
の

援
助

 
非

認
知

能
力

の
育

成
に

大
き

な
影

響
を

与
え

る
と

い
わ

れ
る

文
化

芸
術

に
気

軽
に

触
れ

る
こ

と
の

で
き

る
施

設
や

機
会

を
設

け
る

こ
と

。
 

市
の

周
辺

部
の

子
ど

も
た

ち
は

や
り

た
い

こ
と

が
あ

っ
て

も
、

施
設

設
備

や
人

が
い

な
い

こ
と

、
中

心
部

ま
で

の
移

動
が

負
担

に
な

る
な

ど
ハ

ン
デ

が
あ

る
。

そ
う

し
た

子
ど

も
た

ち
を

切
り

捨
て

な
い

こ
と

。
 

部
活

動
の

地
域

移
行

（
そ

の
前

の
小

学
校

部
活

動
の

ス
ポ

少
化

の
と

き
も

そ
う

だ
っ

た
が

）
が

何
が

ど
の

よ
う

に
進

ん
で

い
る

の
か

よ
く

わ
か

ら
な

い
ま

ま
、

急
に

進
ん

で
い

っ
た

感
が

あ
る

。
進

め
る

こ
と

に
反

対
は

し
な

い
が

、
進

捗
を

細
か

く
情

報
発

信
す

る
こ

と
。

自
分

た
ち

が
主

役
に

な
っ

て
活

躍
し

よ
う

と
思

っ
て

い
た

の
に

、
急

に
梯

子
を

外
さ

れ
た

と
い

う
思

い
を

し
て

い
る

子
ど

も
た

ち
が

い
る

と
思

う
。

 
情

報
発

信
に

あ
た

っ
て

は
市

長
と

役
所

が
綿

密
に

連
携

し
て

行
う

こ
と

。
市

長
の

先
走

り
に

よ
っ

て
住

民
も

役
所

も
振

り
回

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

現
実

に
あ

る
。
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令
和
６
年
３
月
実
施
 
進
路
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
児
童
・
生
徒
用
）

【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
LG

BT
Q

+
の

子
供

に
も

対
応

し
て

く
れ

る
学

校
を

設
立

し
て

欲
し

い
。

 
小

、
中

学
校

、
高

校
等

で
も

柔
軟

に
対

応
し

て
く

れ
る

よ
う

に
積

極
的

に
先

生
方

向
け

や
生

徒
向

け
、

地
域

の
方

向
け

の
勉

強
会

を
し

て
理

解
を

深
め

て
も

ら
っ

た
り

、
学

校
生

活
に

馴
染

め
る

よ
う

に
設

備
の

新
設

を
し

て
欲

し
い

。
 

孤
立

し
て

学
校

に
通

え
な

い
子

供
に

も
学

び
の

機
会

を
つ

く
っ

て
頂

け
ま

す
よ

う
、

ご
検

討
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 
イ

ラ
ス

ト
レ

ー
タ

ー
な

ど
の

美
術

系
の

専
門

学
校

が
県

内
に

無
い

の
で

、
キ

ャ
ン

パ
ス

を
設

け
て

ほ
し

い
。

 
キ

ャ
ン

パ
ス

を
い

く
ら

作
っ

て
も

結
局

の
と

こ
ろ

、
途

中
か

ら
現

地
に

出
向

き
通

学
す

る
事

が
必

要
と

な
る

為
、

意
味

が
な

い
の

で
は

？
と

考
え

る
。

 
キ

ャ
ン

パ
ス

を
開

校
し

て
も

募
集

人
数

が
少

な
い

。
か

な
り

の
狭

き
門

だ
と

思
う

。
そ

れ
を

大
き

く
ニ

ュ
ー

ス
に

し
て

い
る

の
も

ど
う

か
と

思
う

。
結

局
、

市
外

に
行

か
な

け
れ

ば
進

学
は

無
理

。
 

地
元

で
就

職
す

る
に

も
給

料
安

す
ぎ

て
暮

ら
し

が
大

変
。

安
定

し
て

い
る

公
務

員
の

人
に

は
分

か
ら

な
い

と
思

い
ま

す
が

、
半

端
な

子
育

て
支

援
ば

か
り

で
、

本
当

に
子

供
の

た
め

を
思

う
な

ら
、

も
っ

と
お

金
を

か
け

て
で

も
出

来
る

対
策

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
 

む
つ

市
よ

り
小

さ
い

町
村

が
子

育
て

支
援

に
力

を
入

れ
て

い
ま

す
。

も
っ

と
周

り
を

参
考

に
し

て
み

た
ら

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。
 

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
無

料
化

、
便

数
増

設
、

時
間

を
部

活
終

了
に

合
わ

せ
親

の
迎

え
の

要
を

な
く

す
。

 
せ

っ
か

く
大

学
を

出
て

も
や

は
り

市
内

の
就

職
は

種
類

も
少

な
く

限
ら

れ
て

い
る

と
思

う
。

 
高

校
も

バ
ス

代
だ

け
で

親
の

負
担

は
大

き
く

他
の

兄
弟

や
生

活
に

支
障

が
出

る
。

そ
れ

を
考

え
る

と
県

外
へ

出
て

様
々

な
業

種
か

ら
就

職
先

を
選

ん
だ

方
が

幸
せ

で
は

な
い

か
と

思
う

。
 

収
入

や
業

種
が

合
わ

な
い

か
ら

と
実

家
に

引
き

こ
も

ら
れ

て
も

困
る

。
自

分
で

生
き

て
い

け
る

分
の

収
入

を
確

保
し

て
自

立
し

て
も

ら
い

た
い

 
ど

ん
な

職
業

が
あ

る
か

、
親

自
身

も
把

握
で

き
て

な
い

と
思

い
ま

す
。

下
北

中
心

に
ど

ん
な

職
業

が
多

い
の

か
、

ま
た

ど
の

職
種

が
必

要
と

な
っ

て
い

く
の

か
知

る
機

会
が

あ
れ

は
い

い
と

思
い

ま
す

。
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令
和
６
年
３
月
実
施
 
進
路
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
児
童
・
生
徒
用
）

【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
ま

ず
は

高
校

統
合

後
の

科
の

内
容

を
早

め
に

情
報

と
し

て
流

し
て

ほ
し

い
。

 
む

つ
市

に
子

供
達

が
残

っ
て

ほ
し

い
の

で
、

む
つ

市
の

キ
ャ

ン
パ

ス
を

卒
業

し
て

か
ら

の
む

つ
市

内
で

の
仕

事
に

つ
け

る
よ

う
就

職
先

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
そ

れ
が

な
け

れ
ば

、
進

学
す

る
意

味
が

な
い

と
思

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

 
ま

だ
ま

だ
学

べ
る

学
科

が
限

ら
れ

て
い

る
の

で
、

も
っ

と
多

く
の

選
択

肢
が

で
き

、
子

供
も

家
か

ら
離

れ
ず

に
進

学
す

る
こ

と
が

可
能

に
な

れ
ば

良
い

と
思

い
ま

す
。

 
ま

た
、

進
学

に
対

し
て

自
治

体
で

の
支

援
も

手
厚

く
し

て
い

た
だ

け
る

と
、

地
元

で
進

学
を

考
え

る
方

も
増

え
る

と
思

い
ま

す
。

 
む

つ
工

業
の

前
の

通
り

の
除

雪
体

制
が

、
非

常
に

悪
く

道
幅

が
狭

く
な

っ
て

い
た

。
通

学
路

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
歩

道
に

は
雪

が
沢

山
あ

っ
た

。
 

む
つ

市
に

い
な

が
ら

大
学

に
通

え
る

こ
と

は
子

供
た

ち
の

可
能

性
が

拡
が

る
と

思
い

ま
す

。
 

学
部

の
選

択
肢

が
増

え
て

地
元

で
活

躍
し

て
く

れ
る

人
材

が
増

え
る

こ
と

を
期

待
し

て
い

ま
す

。
 

む
つ

市
に

希
望

を
持

て
る

よ
う

な
市

に
な

っ
て

欲
し

い
 

子
供

の
目

線
、

感
覚

を
持

っ
て

将
来

も
大

事
だ

が
、

今
の

子
供

が
何

を
求

め
て

る
か

も
考

え
て

ほ
し

い
。

 
幼

児
、

年
配

の
方

に
特

化
し

た
案

件
ば

か
り

目
に

入
る

む
つ

市
に

、
多

感
な

中
学

生
が

思
い

切
り

遊
ぶ

場
も

集
ま

る
場

も
無

い
。

部
活

も
な

く
な

り
発

散
出

来
無

く
な

る
。

そ
れ

な
の

に
周

り
の

目
は

監
視

並
み

に
煩

く
理

不
尽

。
 

青
森

市
な

ど
に

あ
る

様
な

遊
べ

る
施

設
を

作
っ

て
欲

し
い

。
市

の
施

設
で

そ
ん

な
も

の
が

出
来

た
ら

、
最

高
で

す
。

中
学

生
の

時
に

皆
で

遊
ん

だ
場

所
で

将
来

就
職

す
る

か
も

し
れ

な
い

。
施

設
内

の
管

理
、

指
導

者
に

な
る

か
も

し
れ

な
い

。
 

今
の

こ
の

年
代

の
子

の
事

を
考

え
る

の
で

あ
れ

ば
早

く
動

い
て

欲
し

い
。

１
番

多
感

で
成

長
が

大
事

な
時

期
で

す
。

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

む
つ

市
に

大
学

が
で

き
る

こ
と

は
、

と
て

も
良

い
こ

と
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

た
だ

自
分

の
家

計
で

は
大

学
に

行
か

せ
る

余
裕

は
な

い
の

で
、

結
局

、
や

り
く

り
で

き
る

家
庭

の
人

た
ち

が
進

学
で

き
る

学
校

だ
と

思
い

ま
す

。
取

り
組

ん
で

ほ
し

い
こ

と
は

特
に

あ
り

ま
せ

ん
。

 
む

つ
市

に
大

学
を

誘
致

し
て

く
れ

て
あ

り
が

た
い

の
で

す
が

私
立

な
の

で
授

業
料

が
高

い
と

の
こ

と
で

通
え

な
い

と
思

う
の

で
残

念
で

す
。

 
む

つ
市

に
理

美
容

の
専

門
学

校
が

無
い

た
め

、
今

後
む

つ
市

に
専

門
学

校
が

で
き

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

 
む

つ
市

は
私

立
高

校
が

無
い

の
で

、
県

立
高

校
の

滑
り

止
め

と
し

て
私

立
高

校
が

あ
る

と
、

生
徒

が
通

い
や

す
く

な
る

と
、

思
い

ま
す

。
 

あ
と

、
漁

業
関

係
の

就
職

に
も

役
立

つ
専

門
学

校
が

で
き

る
と

い
い

で
す

。
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令
和
６
年
３
月
実
施
 
進
路
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
児
童
・
生
徒
用
）

【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
む

つ
市

外
の

高
校

へ
通

う
場

合
で

も
交

通
費

の
支

援
が

欲
し

い
で

す
。

 
む

つ
市

内
で

就
職

先
が

も
っ

と
増

え
て

ほ
し

い
で

す
。

 
む

つ
市

内
で

色
々

な
資

格
が

取
れ

る
場

所
が

あ
れ

ば
い

い
と

思
う

。

 
む

つ
市

内
に

も
っ

と
就

職
先

が
あ

っ
て

ほ
し

い
。

 
む

つ
市

内
に

色
ん

な
専

門
学

校
が

あ
る

と
助

か
る

。
 

む
つ

市
内

の
大

学
で

看
護

科
が

で
き

た
こ

と
、

本
当

に
嬉

し
く

思
い

ま
す

。
大

学
卒

業
後

、
生

ま
れ

育
っ

た
地

域
で

就
職

で
き

る
こ

と
は

、
今

後
の

人
口

減
少

、
医

療
従

事
者

の
不

足
が

少
し

で
も

抑
え

ら
れ

る
気

が
し

ま
す

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

 
定

員
10

名
と

の
こ

と
で

、
今

後
ど

の
程

度
の

募
集

が
集

ま
る

か
は

分
か

り
ま

せ
ん

が
、

応
募

人
数

が
大

幅
に

増
え

る
よ

う
で

し
た

ら
、

募
集

人
数

も
増

や
す

等
の

検
討

を
お

願
い

し
た

い
で

す
。

 
む

つ
市

内
の

大
学

等
に

進
学

し
た

場
合

、
卒

業
後

の
就

職
先

が
む

つ
市

内
で

幅
広

く
選

択
で

き
る

よ
う

で
あ

っ
て

ほ
し

い
。

 
も

っ
と

た
く

さ
ん

の
高

等
教

育
機

関
が

む
つ

市
に

整
え

ば
、

経
済

的
負

担
軽

減
や

子
供

の
選

択
肢

が
増

え
て

素
晴

ら
し

い
事

だ
と

思
い

ま
す

。
地

元
か

ら
通

え
る

事
で

、
地

元
に

残
っ

て
就

職
す

る
子

供
も

増
え

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
 

も
っ

と
幅

広
く

資
格

取
得

で
き

る
専

門
学

校
な

ど
あ

れ
ば

い
い

と
思

う
。

 
進

学
費

用
の

援
助

が
あ

れ
ば

尚
良

い
。

 
私

自
身

、
経

済
的

に
進

学
出

来
な

か
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
夢

を
あ

き
ら

め
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
の

で
援

助
が

あ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
 

や
っ

と
キ

ャ
ン

パ
ス

が
出

来
た

り
し

て
来

た
が

、
む

つ
市

に
は

進
学

す
る

た
め

の
施

設
が

少
な

過
ぎ

る
。

結
果

県
外

へ
出

て
、

そ
の

ま
ま

就
職

し
て

し
ま

う
。

人
口

も
減

る
し

、
老

齢
化

も
進

む
と

思
う

。
 

わ
た

し
は

当
時

シ
ン

グ
ル

マ
ザ

ー
で

長
男

を
育

て
な

が
ら

進
学

し
ま

し
た

が
、

子
ど

も
が

い
る

た
め

八
戸

と
む

つ
の

往
復

を
ほ

ぼ
毎

日
し

て
い

ま
し

た
。

む
つ

に
資

格
取

得
で

き
る

大
学

が
で

き
る

の
は

あ
り

が
た

い
で

す
。
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令
和
６
年
３
月
実
施
 
進
路
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
児
童
・
生
徒
用
）

【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
一

生
懸

命
取

り
組

ん
で

い
る

様
子

が
も

の
す

ご
く

伝
わ

り
ま

す
。

こ
の

度
、

看
護

学
部

等
の

設
置

に
は

感
動

し
ま

し
た

。
家

計
に

優
し

い
取

り
組

み
に

こ
れ

か
ら

も
家

族
全

員
が

安
心

し
て

学
べ

る
機

会
を

つ
く

っ
て

く
だ

さ
り

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 
子

供
達

の
選

択
肢

が
増

え
る

と
、

も
っ

と
む

つ
市

に
留

ま
る

と
思

い
ま

す
。

看
護

学
部

以
外

の
学

部
が

増
え

た
ら

い
い

な
あ

と
思

い
ま

す
。

宜
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
m

(̲
 ̲

)m

 
英

会
話

力
を

伸
ば

す
学

習
内

容
に

し
て

欲
し

い
。

国
際

交
流

の
機

会
を

与
え

て
欲

し
い

。
学

力
あ

る
生

徒
や

親
の

年
齢

を
考

慮
し

た
、

学
費

の
制

度
を

考
え

て
欲

し
い

。

 
介

護
福

祉
士

の
資

格
や

色
々

な
資

格
を

青
森

市
や

弘
前

ま
で

行
か

な
く

て
も

、
む

つ
市

で
資

格
を

取
れ

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

む
つ

市
か

ら
遠

く
ま

で
の

試
験

会
場

が
昔

か
ら

不
便

す
ぎ

る
。

 
学

ぶ
意

欲
の

あ
る

子
た

ち
へ

の
サ

ポ
ー

ト
。

親
の

送
迎

が
な

い
と

塾
に

通
え

な
い

環
境

の
子

が
多

い
と

思
う

。

 
学

べ
る

場
所

の
拡

充
、

費
用

の
負

担
が

す
く

な
く

な
る

こ
と

、
通

学
の

費
用

軽
減

。
 

学
校

に
行

け
な

い
子

供
と

、
そ

の
家

族
へ

の
支

援
。

 
夢

の
実

現
の

た
め

に
、

ま
ず

は
夢

を
持

て
る

自
分

に
な

れ
る

よ
う

、
子

供
と

親
が

今
を

肯
定

し
て

過
ご

し
、

好
き

な
こ

と
か

ら
夢

や
将

来
を

考
え

ら
れ

る
環

境
と

周
囲

（
学

校
）

の
理

解
。

子
供

の
気

持
ち

を
助

言
を

置
い

て
ま

ず
は

一
旦

聞
け

る
大

人
づ

く
り

。
そ

う
し

た
こ

と
が

、
夢

の
実

現
の

前
段

階
の

、
夢

に
進

む
原

動
力

（
土

台
）

な
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
、

関
係

す
る

方
々

に
広

が
る

こ
と

を
切

に
願

い
ま

す
。

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

 
学

校
卒

業
後

の
就

職
先

や
給

料
の

面
で

も
、

や
は

り
、

む
つ

は
少

な
い

と
思

い
ま

す
。

私
も

子
供

に
は

、
卒

業
し

た
ら

県
外

に
行

っ
て

働
き

な
さ

い
と

言
い

ま
す

。

 
学

習
塾

、
家

庭
教

師
の

費
用

を
補

助
し

て
ほ

し
い

 
学

生
が

む
つ

に
い

る
こ

と
は

活
気

が
あ

り
い

い
こ

と
だ

と
思

い
ま

す
が

、
一

度
む

つ
を

離
れ

て
も

、
就

職
先

が
な

い
、

経
済

的
不

安
が

あ
る

な
ど

、
む

つ
を

離
れ

て
し

ま
う

要
素

を
な

く
さ

な
い

こ
と

に
は

ど
ん

ど
ん

人
口

が
減

る
ば

か
り

だ
と

思
う

。
 

ず
っ

と
む

つ
に

住
み

た
い

と
思

え
る

よ
う

な
取

り
組

み
も

大
事

だ
と

思
い

ま
す

。
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令
和
６
年
３
月
実
施
 
進
路
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
児
童
・
生
徒
用
）

【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
学

費
、

養
育

費
、

母
子

家
庭

に
は

優
遇

し
て

る
が

一
般

家
庭

に
は

な
い

。
母

子
家

庭
で

な
く

と
も

、
必

死
に

子
育

て
し

て
い

る
の

に
。

 
少

子
化

と
言

っ
て

る
く

せ
に

、
母

子
家

庭
は

相
手

が
居

な
け

れ
ば

子
供

は
増

え
な

い
が

、
一

般
家

庭
な

ら
望

み
が

あ
る

の
に

、
子

供
が

増
え

な
い

の
は

な
ぜ

？
 

生
活

す
る

の
で

精
一

杯
だ

か
ら

。
夫

婦
で

仲
良

く
生

活
し

て
い

る
家

庭
に

こ
そ

、
支

援
が

必
要

。
だ

か
ら

、
こ

の
世

の
中

は
負

の
連

鎖
だ

と
思

う
。

 
ほ

と
ん

ど
の

母
子

家
庭

は
、

不
正

受
給

し
て

い
る

の
に

夫
婦

で
働

い
て

支
援

も
な

く
、

子
育

て
し

て
ば

か
ば

か
し

い
。

 
学

費
の

補
助

 
学

費
や

交
通

費
の

無
料

化

 
学

費
や

生
活

費
の

支
援

が
あ

れ
ば

助
か

り
ま

す
。

 
企

業
の

誘
致

 
宮

下
さ

ん
が

市
長

に
な

っ
て

か
ら

今
ま

で
で

と
て

つ
も

な
く

む
つ

市
が

発
展

し
て

い
る

な
と

思
い

、
嬉

し
い

で
す

。
昔

の
む

つ
市

と
は

全
然

違
い

ま
す

。
 

大
学

、
専

門
学

校
は

で
き

れ
ば

行
か

せ
て

あ
げ

た
い

と
は

思
う

け
ど

、
学

費
が

か
か

る
の

は
仕

方
な

い
事

だ
け

ど
、

生
活

費
等

も
か

か
る

と
な

る
と

正
直

き
つ

い
。

自
分

た
ち

の
生

活
や

、
下

の
子

の
学

校
も

あ
る

た
め

。
も

っ
と

た
く

さ
ん

の
お

子
さ

ん
が

む
つ

市
内

、
ま

た
は

下
北

内
で

通
え

る
キ

ャ
ン

パ
ス

や
専

門
学

校
が

あ
れ

ば
親

と
し

て
は

正
直

助
か

り
ま

す
！

と
は

い
え

簡
単

じ
ゃ

な
い

事
も

わ
か

り
ま

す
。

 
山

本
市

長
は

じ
め

、
み

な
さ

ん
頑

張
っ

て
い

た
だ

き
あ

り
が

た
い

で
す

！
！

 
こ

れ
か

ら
も

色
々

あ
る

と
思

い
ま

す
が

頑
張

っ
て

く
だ

さ
い

！
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

 
給

付
型

奨
学

金

 
教

育
に

力
を

入
れ

て
い

た
だ

き
た

い
、

力
を

入
れ

た
結

果
優

秀
な

人
材

が
育

っ
た

と
し

て
そ

れ
を

い
か

せ
る

働
き

場
所

ま
で

の
道

筋
を

創
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

 
金

銭
面

で
選

べ
な

い
進

路
も

あ
る

と
思

う
の

で
、

教
育

費
の

負
担

が
少

な
く

な
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

 
経

済
的

な
理

由
で

進
学

さ
せ

る
事

は
で

き
な

い
の

で
何

か
変

わ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
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令
和
６
年
３
月
実
施
 
進
路
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
児
童
・
生
徒
用
）

【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
経

済
的

に
も

む
つ

市
内

に
大

学
短

大
が

あ
れ

ば
高

校
卒

業
後

の
選

択
も

広
が

る
。

 
そ

も
そ

も
、

高
校

も
通

学
バ

ス
の

費
用

が
高

い
の

で
、

そ
の

先
の

為
に

貯
蓄

が
厳

し
い

。
せ

め
て

市
内

に
進

学
先

が
多

い
ほ

う
が

少
し

で
も

将
来

に
色

々
な

選
択

が
広

が
る

の
で

子
供

の
夢

の
為

に
寄

り
添

っ
て

考
え

る
余

地
が

う
ま

れ
ま

す
。

 
む

つ
市

の
人

口
を

減
ら

さ
な

い
為

に
も

市
内

で
暮

ら
し

て
い

け
る

ほ
う

が
良

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
 

学
生

が
む

つ
市

内
で

増
え

る
事

は
経

済
的

に
も

地
域

の
活

性
化

に
も

良
い

効
果

が
あ

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 
経

済
的

負
担

の
軽

減

 
経

済
的

負
担

を
少

し
で

も
軽

減
で

き
る

よ
う

な
対

策
を

お
願

い
し

た
い

。
 

（
大

学
進

学
後

も
…

）

 
現

在
、

子
供

達
の

職
業

体
験

が
年

に
一

度
有

り
、

学
校

生
活

だ
け

で
は

体
験

で
き

な
い

と
て

も
貴

重
な

事
で

、
有

り
難

い
と

感
じ

て
お

り
ま

す
。

で
す

が
、

実
際

一
つ

の
体

験
で

は
将

来
の

夢
を

決
め

き
れ

な
い

状
態

で
、

可
能

で
あ

れ
ば

年
に

二
回

程
体

験
が

あ
れ

ば
よ

り
将

来
を

見
据

え
て

考
え

る
場

に
な

る
の

で
は

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。

 
 

(奨
学

金
等

)
 

奨
学

金
を

受
け

る
に

も
様

々
な

条
件

が
あ

り
そ

の
確

約
が

出
来

な
け

れ
ば

進
学

を
さ

せ
る

事
が

困
難

に
な

る
。

様
々

な
奨

学
金

制
度

が
あ

る
事

は
な

ん
と

な
く

把
握

は
し

て
る

が
そ

れ
を

も
っ

と
活

用
出

来
る

説
明

支
援

。
 

 
(そ

の
家

庭
に

当
て

は
ま

る
も

の
)

 
市

で
も

個
別

相
談

等
の

援
助

を
積

極
的

に
活

動
し

て
欲

し
い

。
 

公
立

高
校

で
ス

ク
ー

ル
バ

ス
が

あ
れ

ば
良

い
と

お
も

い
ま

す
。

 
公

立
大

学
の

誘
致

。
不

登
校

等
の

支
援

 
工

業
や

IT
系

の
専

門
学

校
や

大
学

が
で

き
て

ほ
し

い

 
工

業
系

の
大

学
も

む
つ

市
に

あ
れ

ば
進

学
し

た
い

と
思

い
ま

し
た

。
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【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
高

校
で

資
格

等
を

取
得

を
し

て
希

望
の

職
に

就
い

て
も

、
今

の
む

つ
市

の
所

得
で

は
暮

ら
し

て
行

け
な

い
と

思
い

子
供

の
将

来
が

不
安

。
 

実
際

、
今

の
子

供
た

ち
は

都
会

に
行

っ
て

し
ま

う
の

が
現

実
。

 
高

校
へ

通
う

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
料

金
を

無
償

化
に

し
て

ほ
し

い
で

す
。

市
が

半
分

を
助

成
し

て
も

、
前

の
金

額
と

変
わ

ら
な

い
の

で
は

意
味

が
あ

り
ま

せ
ん

。
値

上
げ

の
分

を
助

成
し

て
頂

け
る

と
い

う
よ

う
に

考
え

た
と

し
て

も
、

以
前

か
ら

ス
ク

ー
ル

バ
ス

代
は

安
い

金
額

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

乗
る

生
徒

人
数

が
減

る
と

金
額

が
益

々
上

が
っ

て
い

く
よ

う
で

す
の

で
、

こ
れ

か
ら

ど
う

な
っ

て
行

く
の

か
心

配
で

す
。

 
高

校
ま

で
の

交
通

費
の

無
償

化
 

高
校

や
大

学
が

選
べ

る
ほ

ど
地

元
に

は
無

く
、

高
校

も
交

通
費

が
負

担
に

な
る

し
大

学
も

地
元

以
外

に
な

ら
ざ

る
を

得
ず

そ
ち

ら
も

負
担

が
大

き
く

な
る

為
、

高
校

は
交

通
費

の
補

助
な

ど
し

て
く

れ
れ

ば
有

難
い

し
大

学
も

地
元

に
も

っ
と

あ
れ

ば
い

い
と

思
う

。
 

お
金

の
面

の
負

担
が

家
計

に
重

く
の

し
か

か
る

の
で

、
子

供
が

や
り

た
い

事
が

あ
り

、
行

き
た

い
学

校
に

行
か

せ
て

や
る

事
が

出
来

な
い

場
合

も
あ

る
の

で
、

そ
う

い
う

事
に

も
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

。
 

高
校

以
降

は
お

金
が

か
か

る
の

で
、

所
得

に
か

か
わ

ら
ず

経
済

的
な

支
援

が
あ

れ
ば

う
れ

し
い

で
す

。
 

ま
た

、
大

学
に

つ
い

て
は

、
人

文
系

や
水

産
系

の
学

部
の

誘
致

も
ご

検
討

い
た

だ
き

た
い

で
す

。
 

高
校

進
学

に
つ

い
て

。
む

つ
市

内
へ

の
高

校
進

学
の

予
定

だ
が

、
自

宅
が

川
内

。
川

内
か

ら
だ

と
、

親
の

送
迎

も
毎

回
だ

と
難

し
い

。
か

と
い

っ
て

バ
ス

通
学

だ
と

バ
ス

代
も

だ
い

ぶ
か

か
る

印
象

。
経

済
的

負
担

も
大

き
い

と
思

う
。

 
家

が
旧

む
つ

市
内

で
あ

れ
ば

そ
こ

ま
で

負
担

は
な

い
が

、
川

内
や

旧
下

北
郡

か
ら

市
内

へ
の

高
校

進
学

は
ま

だ
ま

だ
負

担
が

大
き

い
と

感
じ

る
。

そ
こ

を
も

う
少

し
考

え
て

戴
き

た
い

。
 

高
校

生
ク

ラ
ス

が
学

ぶ
塾

み
た

い
な

学
習

の
場

が
少

な
い

 
高

校
卒

業
後

、
母

子
家

庭
は

所
得

制
限

な
し

で
進

学
金

を
補

助
し

て
い

た
だ

き
た

い

 
高

校
卒

業
後

の
進

学
先

、
進

路
選

択
が

、
一

つ
で

も
増

え
る

と
よ

い
の

で
は

な
い

か
と

、
思

い
ま

す
。
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【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
高

校
卒

業
後

の
進

学
先

の
選

択
肢

が
市

外
、

県
外

だ
け

し
か

な
か

っ
た

の
で

大
学

等
の

集
致

に
力

を
入

れ
て

下
さ

り
有

り
難

い
で

す
。

 
上

の
子

の
時

感
じ

た
の

で
す

が
、

推
薦

入
学

の
実

態
が

無
い

と
い

う
理

由
で

一
般

入
試

に
な

っ
た

の
で

、
全

て
の

学
校

で
学

校
長

の
推

薦
が

出
来

た
ら

子
ど

も
達

も
安

心
し

て
次

の
ス

テ
ッ

プ
に

移
行

出
来

る
と

思
い

ま
す

。
 

高
等

教
育

機
関

が
な

い
の

は
仕

方
な

い
と

思
い

ま
す

が
、

そ
の

分
、

支
援

を
充

実
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。
 

大
学

無
償

化
な

ど
も

第
三

子
ま

で
と

い
う

話
で

す
が

、
我

が
家

は
上

3人
と

下
2人

が
離

れ
て

る
の

で
、

下
2人

は
対

象
外

に
な

り
ま

す
。

 
も

う
少

し
、

多
子

世
帯

に
補

助
等

が
あ

っ
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
 

今
の

と
こ

ろ
思

い
つ

き
ま

せ
ん

が
、

看
護

科
が

む
つ

市
に

出
来

て
学

べ
る

と
い

う
の

は
う

れ
し

く
思

い
ま

し
た

。
 

今
は

ネ
ッ

ト
で

い
ろ

ん
な

こ
と

が
昔

よ
り

も
だ

い
ぶ

身
近

に
は

な
っ

て
い

る
け

ど
、

実
際

に
経

験
、

体
験

で
き

る
機

会
は

ま
だ

ま
だ

他
地

域
よ

り
も

少
な

い
と

思
い

ま
す

。
た

と
え

ば
他

の
観

光
地

な
ど

で
は

外
国

人
で

あ
ふ

れ
て

い
る

の
に

、
下

北
で

は
そ

う
で

も
な

い
。

県
外

の
人

や
外

国
人

と
、

む
つ

市
に

住
む

子
ど

も
達

(大
人

も
だ

と
思

い
ま

す
が

)が
他

所
の

人
と

日
常

で
触

れ
合

え
る

よ
う

に
な

れ
ば

視
野

も
広

が
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
そ

の
よ

う
な

機
会

が
欲

し
い

で
す

。
 

外
国

人
と

触
れ

合
う

の
に

ま
ず

は
英

語
を

、
と

い
う

こ
と

で
、

も
ち

ろ
ん

ネ
イ

テ
ィ

ブ
の

英
語

に
触

れ
さ

せ
て

あ
げ

た
い

け
ど

、
必

ず
し

も
上

手
に

話
せ

な
く

て
も

片
言

で
も

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

で
も

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

る
と

い
う

体
験

を
し

て
ほ

し
い

し
、

そ
れ

は
英

語
に

限
ら

ず
他

の
言

語
に

も
触

れ
さ

せ
て

あ
げ

た
い

。
た

と
え

ば
六

ケ
所

村
に

は
多

く
の

フ
ラ

ン
ス

人
が

い
る

よ
う

な
の

で
英

語
だ

け
で

な
く

彼
ら

と
も

触
れ

合
え

る
機

会
を

作
っ

て
も

ら
え

な
い

か
。

 
学

校
の

枠
を

超
え

て
、

子
ど

も
達

自
身

に
イ

ベ
ン

ト
を

企
画

さ
せ

て
実

行
で

き
る

よ
う

な
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
か

？
 

例
え

ば
、

グ
ラ

マ
ラ

ス
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

で
、

高
校

の
文

化
祭

み
た

い
な

模
擬

店
を

出
店

し
、

店
舗

経
営

の
よ

う
な

こ
と

を
体

験
し

て
も

ら
っ

た
り

、
ス

テ
ー

ジ
の

枠
を

持
た

せ
て

イ
ベ

ン
ト

会
社

を
体

験
し

て
も

ら
っ

た
り

。
大

人
が

企
画

し
て

子
ど

も
た

ち
に

や
っ

て
も

ら
う

、
と

い
う

よ
り

は
企

画
そ

の
も

の
を

子
ど

も
た

ち
に

考
え

て
も

ら
い

、
予

算
や

準
備

も
で

き
る

だ
け

自
分

た
ち

で
や

っ
て

み
て

も
ら

う
。

大
人

は
極

力
口

を
出

せ
ず

に
サ

ポ
ー

ト
に

徹
す

る
。

 
今

の
子

ど
も

た
ち

は
大

人
が

心
配

し
て

る
よ

り
何

で
も

出
来

ち
ゃ

う
と

思
い

ま
す

。
 

こ
れ

ら
の

提
案

を
ど

の
よ

う
に

取
り

上
げ

て
も

ら
え

る
の

か
楽

し
み

に
し

て
い

ま
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
！

 
今

む
つ

市
に

あ
る

キ
ャ

ン
パ

ス
が

、
ど

の
よ

う
な

授
業

・
活

動
を

し
て

い
る

か
、

通
う

子
が

ど
の

よ
う

な
生

活
ス

タ
イ

ル
で

暮
ら

し
て

い
る

か
知

り
た

い
。
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へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
今

む
つ

市
に

あ
る

大
学

は
学

部
や

学
科

が
限

ら
れ

る
の

で
、

も
っ

と
い

ろ
ん

な
学

部
や

学
科

が
あ

れ
ば

よ
い

。
 

四
年

大
学

・
専

門
学

校
を

作
る

と
と

も
に

、
外

部
か

ら
の

学
生

も
過

ご
し

や
す

い
よ

う
ア

パ
ー

ト
、

寮
等

の
建

設
や

、
商

業
施

設
の

充
実

な
ど

、
街

作
り

、
環

境
作

り
も

進
め

て
ほ

し
い

 
子

ど
も

の
自

由
を

尊
重

し
て

ほ
し

い
。

小
学

校
ま

で
は

髪
型

も
服

装
も

自
由

だ
っ

た
の

に
、

中
学

に
入

っ
た

途
端

、
制

服
を

着
て

、
髪

型
も

「
中

学
生

ら
し

さ
」

を
求

め
ら

れ
る

こ
と

に
疑

問
を

感
じ

て
い

ま
す

。
も

っ
と

伸
び

伸
び

見
守

っ
て

欲
し

い
。

規
律

が
厳

し
く

て
窮

屈
に

感
じ

ま
す

。

 
子

ど
も

達
が

色
々

な
選

択
を

自
分

で
出

来
る

事
を

先
ず

知
っ

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
が

、
親

の
自

分
も

よ
く

わ
か

っ
て

な
い

の
が

現
状

で
す

。
む

つ
に

住
む

大
人

、
先

輩
が

ど
の

よ
う

に
し

て
世

界
を

広
げ

て
行

き
今

、
生

活
し

て
い

る
か

を
子

ど
も

と
共

に
親

も
知

り
た

い
で

す
。

漠
然

で
す

が
、

そ
ん

な
機

会
が

あ
れ

ば
な

あ
と

思
い

ま
す

。

 
子

育
て

世
帯

は
色

々
お

金
が

掛
か

る
の

で
減

税
等

あ
れ

ば
助

か
り

ま
す

。
 

子
供

が
3人

以
上

で
あ

れ
ば

、
大

学
の

学
費

が
免

除
と

い
う

こ
と

を
ニ

ュ
ー

ス
で

聞
き

ま
し

た
。

子
供

が
1人

し
か

い
な

く
て

も
、

経
済

的
負

担
は

大
き

い
の

で
、

市
内

の
大

学
に

進
学

す
る

の
で

あ
れ

ば
、

学
費

の
補

助
等

が
受

け
ら

れ
ま

す
、

と
い

う
こ

と
が

あ
れ

ば
、

も
っ

と
市

内
の

大
学

進
学

も
選

択
肢

に
入

っ
て

く
る

と
思

い
ま

す
。

 
ま

だ
、

こ
れ

か
ら

の
こ

と
な

の
で

、
勉

強
不

足
な

の
で

す
が

、
市

内
の

大
学

に
ど

の
よ

う
な

学
部

が
あ

る
の

か
、

比
較

で
き

る
よ

う
な

サ
イ

ト
が

あ
れ

ば
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

子
供

に
必

要
な

文
具

、
服

な
ど

買
い

物
す

る
場

所
が

な
い

。
結

果
ネ

ッ
ト

や
青

森
、

八
戸

ま
で

行
か

な
け

れ
ば

揃
わ

な
い

。
子

供
達

が
遊

べ
る

場
所

が
な

い
。

下
田

み
た

い
な

モ
ー

ル
を

作
っ

て
欲

し
い

。
ス

ー
パ

ー
ば

か
り

あ
っ

て
も

意
味

が
無

い
。

年
寄

り
に

優
し

く
子

供
達

に
は

住
み

づ
ら

い
。
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【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
子

供
の

や
る

気
や

挑
戦

す
る

気
持

ち
を

広
く

う
け

と
め

よ
う

と
始

め
た

は
ず

の
む

つ
か

つ
が

、
去

年
は

参
加

で
き

た
中

体
連

に
今

年
か

ら
他

地
区

の
チ

ー
ム

編
成

は
認

め
ら

れ
な

い
と

決
ま

っ
た

。
去

年
悩

ん
で

や
っ

と
決

め
た

選
択

を
、

た
っ

た
1年

で
参

加
す

る
資

格
す

ら
奪

わ
れ

た
。

そ
れ

な
ら

ば
初

め
か

ら
中

体
連

は
中

学
校

だ
け

の
大

会
に

す
れ

ば
よ

か
っ

た
。

ク
ラ

ブ
チ

ー
ム

の
参

加
を

認
め

た
時

点
で

地
区

縛
り

は
不

可
能

な
は

ず
な

の
に

。
地

区
縛

り
を

し
な

い
と

中
学

校
の

大
会

と
し

て
な

り
た

た
な

く
な

る
と

い
う

な
ら

、
そ

れ
は

仕
方

な
い

こ
と

で
、

例
え

ば
い

じ
め

だ
っ

た
り

、
例

え
ば

コ
ー

チ
と

あ
わ

な
か

っ
た

り
、

例
え

ば
も

っ
と

強
く

な
り

た
か

っ
た

り
、

例
え

ば
こ

の
指

導
者

に
教

え
て

ほ
し

い
だ

っ
た

り
、

例
え

ば
親

の
都

合
だ

っ
た

り
。

 
こ

の
多

様
性

が
叫

ば
れ

て
い

る
時

代
に

、
む

つ
か

つ
に

入
ら

な
け

れ
ば

中
体

連
(公

式
戦

)に
で

れ
な

い
な

ん
て

時
代

錯
誤

だ
と

思
う

。
こ

の
ル

ー
ル

は
絶

対
に

変
え

な
け

れ
ば

い
け

な
い

と
思

う
！

！
！

 
子

供
は

、
少

な
く

な
っ

て
い

る
が

、
学

力
を

あ
げ

る
よ

う
な

幅
広

い
取

り
組

み
が

必
要

。

 
子

供
は

一
度

親
元

を
離

れ
て

見
聞

を
広

げ
、

就
職

す
る

と
き

に
む

つ
市

に
戻

っ
て

こ
れ

る
環

境
(魅

力
)が

あ
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

子
供

や
地

域
の

大
人

が
日

常
的

、
ま

た
気

軽
に

集
い

、
対

話
し

た
り

、
関

わ
り

あ
え

る
場

が
欲

し
い

。
空

い
た

校
舎

な
ど

を
有

効
活

用
で

き
な

い
か

。
 

特
に

大
畑

や
川

内
な

ど
、

市
の

中
心

部
で

な
い

と
こ

ろ
に

集
え

る
場

所
が

あ
れ

ば
よ

い
。

理
想

は
高

校
生

が
住

民
が

集
え

る
場

所
の

整
備

や
イ

ベ
ン

ト
企

画
に

関
わ

れ
れ

ば
よ

い
。

 
子

供
を

進
学

さ
せ

た
く

て
も

、
経

済
的

な
こ

と
で

断
念

し
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

市
内

に
大

学
の

キ
ャ

ン
パ

ス
が

開
設

さ
れ

て
は

い
る

が
、

学
費

が
ど

の
く

ら
い

か
か

る
の

か
、

分
か

ら
な

い
こ

と
が

多
い

。
子

供
が

小
さ

い
う

ち
か

ら
、

計
画

が
た

て
ら

れ
る

よ
う

な
仕

組
が

あ
れ

ば
と

思
う

。
親

の
都

合
で

子
供

の
意

思
を

諦
め

さ
せ

た
く

は
な

い
の

で
。

 
子

供
達

が
色

々
な

可
能

性
に

挑
戦

し
た

り
出

来
る

様
に

選
択

肢
を

多
く

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。
職

場
体

験
や

見
学

等
が

出
来

る
と

ま
た

違
っ

た
発

見
が

出
来

て
子

供
達

に
も

良
い

刺
激

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
 

子
供

達
が

多
種

多
様

の
 職

種
の

 体
験

、
講

義
、

実
習

等
が

 受
け

ら
れ

る
様

な
 事

業
を

進
め

て
欲

し
い

。
む

つ
市

内
の

人
材

 も
ち

ろ
ん

だ
が

、
日

本
、

海
外

と
言

っ
た

幅
広

い
人

達
(職

業
人

)か
ら

の
レ

ク
チ

ャ
ー

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
し

て
欲

し
い
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【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
市

外
に

行
か

な
く

て
も

い
い

よ
う

な
、

し
っ

か
り

と
し

た
進

学
校

を
つ

く
っ

て
ほ

し
い

。
 

学
習

意
欲

の
あ

る
子

供
に

良
い

環
境

を
与

え
て

ほ
し

い
。

 
ま

た
、

市
外

の
高

校
へ

進
学

す
る

場
合

で
も

、
経

済
的

支
援

等
あ

れ
ば

向
上

心
を

も
て

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 
私

の
子

供
は

集
団

が
苦

手
で

不
登

校
で

す
。

そ
う

い
う

子
供

の
勉

強
や

進
学

な
ど

の
支

援
が

あ
れ

ば
嬉

し
い

で
す

。

 
資

格
が

取
れ

る
よ

う
な

、
大

学
を

増
や

し
て

、
若

い
人

達
が

、
む

つ
市

で
働

け
る

様
に

し
て

欲
し

い
で

す
。

 
自

宅
か

ら
通

え
て

、
他

の
大

学
の

キ
ャ

ン
パ

ス
な

ど
多

く
の

学
科

学
部

が
あ

り
、

選
択

肢
が

増
え

て
、

将
来

の
夢

を
叶

え
ら

れ
れ

ば
親

と
し

て
は

経
済

的
負

担
が

少
な

く
助

か
る

と
思

い
ま

す
 

自
分

の
子

ど
も

が
地

元
の

学
校

に
通

え
る

可
能

性
が

あ
る

と
い

う
事

に
嬉

し
く

思
っ

て
い

ま
す

。
大

学
が

ま
さ

に
、

そ
れ

で
す

。
 

た
だ

、
高

校
が

統
合

と
な

り
、

１
つ

減
る

の
は

、
子

ど
も

に
と

っ
て

選
択

肢
が

狭
く

な
り

、
外

に
行

く
可

能
性

が
高

く
な

り
ま

し
、

経
済

的
負

担
も

増
え

ま
す

。
 

む
つ

市
に

魅
力

を
感

じ
、

自
分

が
生

ま
れ

た
土

地
で

、
学

べ
た

り
、

働
け

た
ら

と
思

い
ま

す
。

そ
う

い
う

環
境

を
１

つ
で

も
多

く
増

や
し

て
頂

け
る

よ
う

、
お

願
い

し
ま

す
。

 
首

都
圏

並
み

の
学

習
環

境
、

競
争

環
境

、
指

導
者

。

 
受

験
し

た
ら

高
校

か
ら

大
学

に
そ

の
ま

ま
行

け
る

よ
う

に
な

っ
て

欲
し

い
で

す
。

 
集

団
生

活
が

苦
手

な
子

も
い

ま
す

。
中

学
か

ら
学

校
に

行
か

な
く

て
も

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
を

受
け

れ
る

な
ど

幅
広

い
選

択
肢

が
出

来
る

よ
う

な
取

組
み

を
希

望
し

た
い

で
す

。
 

奨
学

金
と

か
の

補
助

を
し

て
ほ

し
い

。

 
小

中
学

校
で

の
不

登
校

児
の

ケ
ア

・
進

路
指

導
、

い
じ

め
対

応
、

児
童

虐
待

の
対

応
、

教
師

の
負

担
軽

減
、

児
童

へ
の

性
加

害
者

の
児

童
関

連
の

再
就

職
禁

止
。

 
少

子
化

対
策

。
今

の
子

供
へ

の
支

援
も

あ
り

が
た

い
が

、
力

を
入

れ
る

べ
き

は
生

ま
れ

て
か

ら
の

支
援

よ
り

も
女

性
が

子
供

を
生

ん
で

も
良

い
と

思
え

る
よ

う
な

働
く

女
性

に
と

っ
て

生
き

や
す

い
社

会
構

造
に

す
る

こ
と

。
 

ま
だ

、
む

つ
市

は
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
部

分
で

遅
れ

て
い

る
と

感
じ

る
。
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【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
職

場
体

験
の

よ
う

な
機

会
を

も
っ

と
増

や
し

て
欲

し
い

。

 
心

が
豊

か
に

な
れ

る
考

え
方

、
感

じ
方

の
ヒ

ン
ト

を
持

ち
合

わ
せ

て
、

人
生

を
楽

し
ん

で
も

ら
え

た
ら

と
思

い
ま

す
。

 
進

学
に

向
け

た
奨

学
金

に
つ

い
て

わ
か

り
や

す
い

資
料

が
あ

れ
ば

助
か

り
ま

す
。

 
む

つ
市

に
戻

っ
て

き
た

く
な

る
よ

う
、

就
職

率
U

Pと
む

つ
市

の
給

料
U

P。
 

川
内

か
ら

高
校

が
遠

く
な

る
為

、
バ

ス
代

無
料

に
な

る
と

助
か

り
ま

す
。

 
進

学
の

た
め

の
資

金
的

な
支

援
が

あ
る

と
助

か
る

。
 

世
の

中
に

は
大

人
で

も
一

般
的

に
知

ら
れ

て
い

な
い

よ
う

な
仕

事
が

あ
る

の
で

、
そ

う
い

う
も

の
も

含
め

て
、

将
来

ど
の

よ
う

な
道

が
あ

る
の

が
た

く
さ

ん
の

可
能

性
を

知
る

機
会

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。

 
制

服
費

用
だ

け
で

も
、

か
な

り
の

家
計

負
担

が
か

か
り

ま
す

。
な

ん
で

も
指

定
の

物
と

い
い

ま
す

が
、

中
学

校
の

ジ
ャ

ー
ジ

の
名

前
の

刺
繍

い
く

ら
か

知
っ

て
い

ま
す

か
？

学
校

で
勝

手
に

物
を

買
う

の
は

い
い

が
、

お
下

が
り

も
あ

る
、

何
回

も
使

わ
な

い
物

ば
か

り
。

SD
G

sの
意

味
が

わ
か

っ
て

い
な

い
。

す
べ

て
ゴ

ミ
で

す
。

む
つ

市
が

、
ど

の
く

ら
い

給
料

低
い

か
わ

か
り

ま
す

か
？

 
子

供
産

ん
で

も
遊

ば
せ

る
場

所
も

な
い

。
市

長
は

、
も

う
少

し
家

計
の

負
担

増
の

現
場

を
み

て
ほ

し
い

。
 

海
外

に
ア

ピ
ー

ル
、

他
県

に
ア

ピ
ー

ル
、

テ
レ

ビ
に

出
る

よ
り

、
ま

ず
む

つ
市

の
事

を
優

先
に

考
え

て
ほ

し
い

。
こ

れ
だ

と
、

前
青

森
知

事
と

同
じ

状
況

に
な

り
ま

す
。

 
男

性
の

方
は

、
子

育
て

を
し

な
い

人
が

多
い

の
で

大
変

さ
が

わ
か

っ
て

い
な

い
。

 
正

職
で

は
な

い
公

務
員

、
祖

父
母

は
亡

く
な

り
お

金
の

協
力

な
ど

な
し

の
シ

ン
グ

ル
マ

ザ
ー

で
す

。
 

子
供

の
希

望
は

保
育

士
で

す
が

、
大

学
に

通
わ

せ
る

こ
と

が
難

し
い

状
態

で
す

。
今

時
、

大
学

に
行

か
な

い
な

ん
て

…
と

お
兄

ち
ゃ

ん
達

が
高

校
の

時
ヒ

ソ
ヒ

ソ
言

わ
れ

た
こ

と
を

思
い

出
し

ま
す

。
夢

を
叶

え
さ

せ
て

あ
げ

た
い

け
ど

毎
月

ギ
リ

ギ
リ

の
生

活
な

の
で

ど
う

し
よ

う
か

と
考

え
る

毎
日

で
す

。
何

を
ど

う
し

た
ら

良
い

の
か

わ
か

り
ま

せ
ん

が
子

供
達

が
自

分
の

希
望

に
挑

戦
で

き
る

世
の

中
に

な
っ

て
欲

し
い

で
す

。
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む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
先

日
、

メ
タ

バ
ー

ス
に

よ
る

不
登

校
支

援
の

検
証

を
始

め
る

と
い

う
報

道
を

拝
見

し
ま

し
た

。
不

登
校

の
子

ど
も

に
何

ら
か

の
支

援
を

し
て

頂
け

る
の

は
と

て
も

有
難

い
で

す
。

た
だ

、
一

度
不

登
校

に
な

る
と

、
親

も
子

も
将

来
の

不
安

ば
か

り
が

募
り

、
「

夢
の

実
現

に
向

け
て

」
と

い
う

前
向

き
な

気
持

ち
が

持
て

な
く

な
る

な
り

ま
す

。
現

在
の

不
登

校
の

対
応

も
急

務
で

す
し

、
前

向
き

に
夢

に
向

か
っ

て
い

る
子

ど
も

た
ち

も
の

将
来

も
大

事
で

す
が

、
子

ど
も

た
ち

が
、

い
ま

、
学

校
に

楽
し

く
通

え
る

よ
う

に
な

っ
て

欲
し

い
。

楽
し

い
今

を
積

み
重

ね
、

そ
れ

が
未

来
に

繋
が

っ
て

欲
し

い
で

す
。

 
今

年
度

、
う

ち
の

子
ど

も
は

学
校

へ
の

再
登

校
を

し
よ

う
と

頑
張

り
ま

し
た

が
、

年
度

末
を

迎
え

、
気

持
ち

が
か

な
り

沈
ん

で
い

ま
す

。
１

年
不

登
校

経
験

し
た

子
に

と
っ

て
は

、
学

校
に

戻
る

の
は

と
て

も
大

変
で

す
。

勉
強

し
た

い
、

友
達

と
お

し
ゃ

べ
り

し
た

い
と

思
っ

て
も

、
学

校
の

「
や

る
べ

き
」

こ
と

が
出

来
な

く
て

苦
し

ん
で

い
ま

す
。

こ
の

間
は

、
卒

業
式

練
習

に
ひ

ど
く

疲
れ

、
卒

業
式

に
参

列
し

て
3年

生
の

た
め

に
歌

い
た

か
っ

た
と

思
い

を
抱

え
な

が
ら

も
結

局
卒

業
式

自
体

を
休

み
ま

し
た

。
３

学
期

は
卒

業
式

練
習

の
他

、
３

年
生

を
送

る
会

の
練

習
も

あ
り

ま
す

。
学

校
で

の
行

事
と

そ
れ

に
ま

つ
わ

る
練

習
の

多
さ

、
委

員
会

活
動

、
挨

拶
運

動
、

ク
ラ

ス
で

の
係

活
動

、
定

期
テ

ス
ト

に
学

力
テ

ス
ト

、
学

活
で

の
話

し
合

い
な

ど
、

や
る

べ
き

こ
と

が
多

す
ぎ

て
、

こ
れ

ら
の

こ
と

が
出

来
な

い
か

ら
行

か
な

い
に

繋
が

っ
て

い
ま

す
。

 
教

員
や

普
通

に
通

え
て

い
る

子
に

は
何

で
も

な
い

こ
と

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
学

校
に

行
く

こ
と

自
体

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
使

っ
て

い
る

子
に

は
、

そ
れ

ら
の

こ
と

を
こ

な
す

力
が

残
っ

て
い

ま
せ

ん
。

不
登

校
の

児
童

生
徒

が
増

え
て

い
る

背
景

の
一

つ
に

「
や

る
べ

き
」

こ
と

の
多

さ
が

あ
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

人
手

不
足

で
、

一
般

の
会

社
で

も
一

人
一

人
の

負
担

が
大

き
く

な
っ

て
い

る
と

こ
ろ

が
多

く
、

デ
ジ

タ
ル

化
で

対
応

で
き

る
と

こ
ろ

が
あ

っ
た

と
し

た
と

て
も

、
切

り
捨

て
る

部
分

も
出

て
き

ま
す

。
 

学
校

も
少

子
化

や
教

員
不

足
で

今
ま

で
通

り
に

出
来

な
い

こ
と

が
多

く
な

っ
て

は
い

ま
せ

ん
か

。
そ

う
で

あ
れ

ば
、

今
の

学
校

の
体

制
に

着
い

て
こ

れ
な

い
子

ど
も

を
切

り
捨

て
る

の
で

は
な

く
、

学
校

側
の

「
や

る
べ

き
」

こ
と

を
整

理
し

て
欲

し
い

で
す

。
 

う
ち

の
子

は
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
相

当
数

た
ま

っ
て

い
な

い
と

、
学

校
に

は
行

け
ま

せ
ん

。
学

校
で

や
る

べ
き

こ
と

を
考

え
る

と
そ

れ
だ

け
で

疲
れ

て
し

ま
う

、
そ

れ
く

ら
い

、
学

校
へ

行
く

ハ
ー

ド
ル

が
上

が
っ

て
い

ま
す

。
今

日
は

あ
ま

り
元

気
が

無
い

な
と

思
っ

て
も

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
50

%
く

ら
い

で
も

、
学

校
に

は
行

け
る

か
な

と
思

え
る

よ
う

な
と

こ
ろ

に
な

っ
て

く
れ

た
ら

と
思

い
ま

す
。

 
全

員
が

  卒
業

す
る

ま
で

に
 就

職
の

人
は

 す
ぐ

に
働

け
る

 充
実

し
た

子
供

達
の

為
に

も
働

け
る

所
を

増
や

し
て

ほ
し

い
で

す
。

- 46 -



令
和
６
年
３
月
実
施
 
進
路
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
児
童
・
生
徒
用
）

【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
全

国
有

数
の

進
学

校
が

必
要

と
思

い
ま

す
。

 
多

く
の

、
学

科
が

増
え

る
事

で
選

択
肢

も
増

え
、

そ
れ

に
伴

い
職

種
も

増
え

る
事

に
よ

り
、

む
つ

市
の

活
性

化
に

も
繋

が
る

と
思

い
ま

す
。

 
大

学
、

短
大

、
専

門
学

校
等

の
誘

致
だ

け
で

は
な

く
、

そ
こ

で
取

得
し

た
資

格
等

を
活

か
せ

る
よ

う
な

企
業

の
誘

致
等

 
大

学
、

短
大

な
ど

の
誘

致
も

大
切

だ
と

思
い

ま
す

が
、

む
つ

工
業

、
大

湊
高

校
が

合
併

し
、

高
校

2校
に

な
る

の
が

、
市

内
で

通
え

る
高

校
の

選
択

が
少

な
い

の
が

残
念

で
す

。
 

大
学

が
増

え
て

行
く

の
も

い
い

ん
で

す
が

専
門

学
校

も
で

き
て

行
け

ば
い

い
と

思
い

ま
す

。
奨

学
金

で
学

費
賄

え
た

と
し

て
も

生
活

費
の

援
助

が
で

き
る

余
裕

が
な

く
息

子
も

諦
め

ま
し

た
。

 
大

学
が

来
て

も
、

高
校

生
の

レ
ベ

ル
が

下
が

っ
て

い
て

、
も

っ
た

い
な

い
。

成
績

上
位

者
の

講
習

も
必

要
で

し
ょ

う
が

、
成

績
下

位
者

の
ベ

ー
ス

ア
ッ

プ
を

図
っ

て
も

ら
わ

な
い

と
む

つ
に

残
る

人
の

レ
ベ

ル
が

下
が

る
と

思
う

。
 

大
学

な
ど

で
き

る
の

は
大

変
良

い
こ

と
だ

と
思

う
の

で
す

が
、

生
活

し
て

い
く

に
は

大
変

不
便

な
事

が
た

く
さ

ん
で

す
。

 
娯

楽
な

ど
が

全
然

な
い

買
い

物
す

る
に

も
色

ん
な

お
店

が
な

い
。

青
森

、
八

戸
な

ど
む

つ
市

か
ら

で
な

い
と

い
け

な
い

。
な

の
で

も
う

少
し

娯
楽

な
ど

の
面

な
ど

も
考

え
て

も
ら

い
た

い
。

 
大

学
に

進
学

す
る

と
、

だ
い

た
い

は
市

外
に

な
っ

て
し

ま
う

の
で

、
学

費
の

他
に

住
居

費
用

が
か

か
る

の
で

、
支

援
し

て
欲

し
い

。
 

冬
に

な
る

と
、

自
転

車
通

学
が

で
き

な
く

な
る

の
で

、
朝

と
夕

方
だ

け
で

も
大

湊
や

大
平

方
面

か
ら

田
名

部
高

校
へ

通
学

で
き

る
バ

ス
を

走
ら

せ
て

欲
し

い
。

 
大

学
の

学
費

の
無

料
化

ま
た

は
補

助
、

高
校

通
学

交
通

費
の

無
料

化
、

給
食

費
の

無
料

化
、

塾
費

用
の

補
助

、
返

済
不

要
の

奨
学

金
制

度
の

設
立

。
 

大
学

の
授

業
料

を
安

く
す

る
。

 
生

活
費

の
補

助
。

車
の

免
許

の
補

助
。

大
学

終
わ

っ
て

か
ら

の
就

職
補

助
等

。
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【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
大

学
も

い
い

の
で

す
が

、
私

立
の

高
校

が
市

内
に

あ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
公

立
を

落
ち

た
時

は
特

に
思

い
ま

す
 

人
口

が
少

な
く

て
無

理
だ

と
は

思
い

ま
す

が
野

辺
地

や
東

奥
に

い
か

せ
る

よ
り

は
交

通
費

が
助

か
る

か
と

。
む

つ
市

内
で

の
進

学
は

福
祉

し
か

な
い

よ
う

で
す

し
経

済
面

で
も

無
理

な
の

で
、

出
来

れ
ば

む
つ

市
で

も
何

か
伝

統
工

芸
な

ど
受

け
継

い
で

欲
し

い
も

の
な

ん
か

が
あ

れ
ば

い
い

の
で

す
が

ね
。

 
高

校
の

先
生

方
が

頑
張

っ
て

い
る

の
は

わ
か

り
ま

す
が

ど
の

職
業

を
選

ん
で

も
大

卒
あ

り
き

っ
て

ど
う

な
ん

で
し

ょ
う

か
？

 
大

学
や

短
大

を
誘

致
す

る
事

は
と

て
も

大
事

だ
が

就
職

先
の

給
料

が
関

東
ま

で
と

は
言

わ
な

い
が

高
く

な
ら

な
い

と
希

望
も

夢
も

無
い

気
が

す
る

。
 

ま
た

、
む

つ
市

は
自

衛
隊

と
原

発
の

市
な

の
だ

か
ら

、
防

衛
大

学
の

誘
致

や
企

業
誘

致
を

す
る

際
、

企
業

に
恩

恵
が

あ
る

よ
う

に
固

定
資

産
税

や
電

気
料

金
等

無
し

（
安

く
す

る
）

等
新

た
な

人
を

呼
び

込
ま

な
け

れ
ば

、
ど

ん
な

施
行

を
し

て
も

意
味

は
無

く
な

る
と

思
う

。
 

農
業

に
邁

進
す

る
の

も
必

要
か

も
知

れ
な

い
が

１
次

産
業

と
並

行
し

て
そ

れ
以

外
の

企
業

誘
致

が
第

一
だ

と
思

う
。

 
子

供
が

夢
を

実
現

す
る

為
に

は
親

が
安

定
し

た
収

入
、

将
来

性
の

あ
る

職
場

作
り

が
必

要
だ

と
思

う
の

で
山

本
市

長
に

は
是

可
否

で
も

企
業

誘
致

を
、

子
供

の
未

来
の

為
に

は
お

願
い

を
し

た
い

。
 

大
学

を
作

る
よ

り
高

校
の

無
料

の
ス

ク
ー

ル
バ

ス
を

出
し

て
ほ

し
い

。
田

名
部

高
校

も
。

 
大

学
学

費
(卒

業
す

る
ま

で
)が

高
等

学
校

と
同

じ
位

又
は

少
な

く
な

る
取

り
組

み
を

し
て

ほ
し

い
で

す
。

 
大

学
授

業
料

の
免

除
、

ま
た

は
負

担
を

少
し

で
も

補
助

し
て

頂
き

た
い

。
 

大
学

進
学

時
の

お
金

を
、

補
助

し
て

ほ
し

い
。

 
運

動
公

園
あ

た
り

か
ら

、
田

名
部

高
校

前
に

つ
く

バ
ス

を
作

っ
て

ほ
し

い
。

 
大

畑
、

川
内

か
ら

旧
む

つ
市

内
の

高
校

へ
通

う
手

段
で

あ
る

バ
ス

代
は

全
額

む
つ

市
で

払
う

べ
き

。
旧

む
つ

市
内

に
居

住
し

て
る

人
と

経
費

が
違

い
、

不
公

平
。

 
未

来
を

担
う

子
ど

も
の

為
に

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
?経

済
的

理
由

で
、

進
学

あ
き

ら
め

る
家

庭
は

少
な

く
な

い
は

ず
で

す
。

 
大

畑
か

ら
は

送
り

迎
え

か
バ

ス
で

通
学

に
な

り
ま

す
の

で
、

バ
ス

料
金

が
無

料
に

な
る

と
親

の
負

担
が

か
な

り
減

り
ま

す
。

 
大

畑
地

区
か

ら
市

内
の

高
校

へ
通

う
手

段
が

無
さ

す
ぎ

て
あ

ま
り

に
も

負
担

で
す

。
ど

う
に

か
な

ら
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

。
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【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
大

分
県

豊
後

高
田

市
の

取
組

が
素

晴
ら

し
い

と
思

い
ま

し
た

。
先

日
、

TV
で

紹
介

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

『
学

び
の

21
世

紀
塾

』
な

ど
。

 
良

い
取

組
が

定
着

す
れ

ば
、

移
住

者
も

増
え

人
口

減
少

問
題

に
も

繋
が

る
と

思
い

ま
す

。

 
誰

に
で

も
平

等
に

選
択

で
き

る
環

境
が

整
え

ば
、

子
ど

も
た

ち
の

選
択

肢
の

１
つ

に
む

つ
市

に
残

る
（

親
元

か
ら

学
校

に
通

え
る

）
と

い
う

事
も

あ
り

得
る

と
思

い
ま

す
。

 
更

に
親

に
と

っ
て

も
経

済
的

な
負

担
が

軽
減

さ
れ

る
と

思
う

し
、

自
立

す
る

段
階

で
ア

パ
ー

ト
や

空
き

家
を

利
用

す
る

際
の

家
賃

補
助

等
も

あ
る

と
地

元
に

残
っ

て
く

れ
る

よ
う

な
気

が
す

る
。

 
地

元
で

の
就

職
を

希
望

す
る

子
ど

も
た

ち
が

増
え

て
い

く
た

め
に

は
、

教
育

機
関

の
充

実
は

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。
 

近
年

、
大

学
数

が
増

え
て

き
た

こ
と

は
地

元
就

職
を

希
望

す
る

子
ど

も
た

ち
へ

少
な

か
ら

ず
プ

ラ
ス

に
な

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

も
っ

と
選

択
肢

を
広

げ
る

た
め

に
も

、
様

々
な

教
育

機
関

の
誘

致
等

が
必

要
で

は
な

い
か

と
考

え
ま

す
。

 
地

元
企

業
、

県
内

企
業

の
就

職
を

積
極

的
に

進
め

て
欲

し
い

 
中

学
の

授
業

で
担

当
の

教
科

以
外

の
教

科
を

教
え

る
の

は
ど

う
な

の
か

な
と

思
い

ま
す

。

 
賃

貸
家

賃
安

く
し

て
欲

し
い

。
ム

ー
ビ

ィ
バ

ス
路

線
増

や
し

て
欲

し
い

。
下

北
か

ら
八

戸
ま

で
電

車
快

速
増

や
し

て
欲

し
い

。
コ

ン
タ

ク
ト

買
え

る
眼

科
欲

し
い

。

 
通

い
や

す
い

環
境

。
む

つ
市

で
､子

供
達

が
夢

を
叶

え
ら

れ
る

よ
う

な
就

職
に

役
立

つ
､専

門
学

科
や

専
門

学
校

資
格

が
と

り
や

す
い

環
境

で
あ

る
と

素
敵

だ
な

と
思

い
ま

す
｡

 
通

学
費

な
ど

も
負

担
が

大
き

い
の

で
少

し
で

も
軽

減
し

て
も

ら
え

る
の

で
あ

れ
ば

よ
り

子
供

の
将

来
の

た
め

に
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
で

き
る

の
で

は
な

い
か

な
と

思
い

ま
す

。
 

子
供

に
は

自
分

の
夢

を
叶

え
て

欲
し

い
の

で
経

済
的

な
理

由
で

諦
め

さ
せ

た
く

な
い

の
で

。
後

調
理

系
の

学
校

も
あ

れ
ば

い
い

の
か

な
と

思
い

ま
す

 
通

学
方

法
（

直
通

バ
ス

）
の

設
置

。

 
低

金
利

だ
っ

た
り

、
条

件
付

き
返

済
不

要
な

ど
の

奨
学

金
の

拡
充

拡
大

な
ど

。

 
田

名
部

高
校

の
看

護
科

を
復

活
さ

せ
て

ほ
し

い
!
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施
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路
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ア
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生
徒
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【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
田

名
部

高
校

看
護

科
の

復
活

、
そ

こ
か

ら
残

り
２

年
の

専
門

課
程

を
経

て
の

市
内

の
病

院
へ

の
就

職
な

ど
。

 
そ

し
て

英
語

科
の

復
活

、
そ

こ
か

ら
姉

妹
都

市
て

あ
る

ポ
ー

ト
エ

ン
ジ

ェ
ル

ス
へ

の
短

期
留

学
等

の
実

現
や

海
外

で
働

く
た

め
の

強
み

、
交

換
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

り
し

て
感

覚
を

活
性

化
さ

せ
て

い
く

。
今

は
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

も
あ

り
ま

し
た

ね
。

 
大

湊
高

校
家

政
科

の
復

活
、

そ
こ

か
ら

の
家

政
関

係
へ

の
進

学
や

就
職

の
強

化
。

ス
マ

ー
ト

農
業

を
推

進
し

て
い

く
の

で
あ

れ
ば

農
業

科
の

増
設

な
ど

、
大

学
と

共
に

高
校

の
科

も
見

直
し

て
ほ

し
い

。
そ

こ
か

ら
、

地
元

へ
就

職
す

る
強

み
や

特
色

も
で

て
く

る
の

で
は

？
 

ま
た

、
特

別
支

援
に

在
籍

す
る

生
徒

も
増

加
し

て
い

る
の

で
特

別
支

援
支

援
教

育
が

充
実

す
る

こ
と

を
願

い
ま

す
。

 
土

木
関

係
の

科
も

下
北

半
島

で
は

大
切

だ
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

こ
こ

し
か

知
ら

な
い

こ
と

が
な

い
よ

う
に

、
小

中
高

大
学

の
ど

こ
か

で
下

北
半

島
以

外
を

知
る

機
会

を
増

や
し

た
り

、
経

験
さ

せ
て

や
る

こ
と

が
１

番
大

事
な

よ
う

に
思

い
ま

す
。

 
統

合
前

最
後

の
生

徒
が

入
学

す
る

際
の

定
員

数
な

ど
、

変
わ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

あ
れ

ば
細

か
く

教
え

て
ほ

し
い

。
ど

う
な

る
に

し
て

も
、

早
め

に
情

報
が

ほ
し

い
で

す
。

 
働

き
口

が
本

当
に

少
な

い
と

思
い

ま
す

。
同

じ
下

北
で

も
端

に
住

ん
で

い
る

人
達

は
、

田
名

部
ま

で
行

く
の

に
時

間
が

か
か

る
た

め
面

接
で

断
ら

れ
る

ケ
ー

ス
も

多
々

あ
り

ま
す

。
 

そ
し

て
娯

楽
施

設
が

無
い

の
で

も
っ

と
若

者
の

楽
し

み
を

増
や

し
て

ほ
し

い
で

す
。

洋
服

屋
な

ど
。

現
実

、
む

つ
に

は
何

も
無

い
の

で
若

い
人

た
ち

は
県

外
に

出
て

い
く

ん
だ

と
思

い
ま

す
。

 
働

く
場

所
の

確
保

。

 
働

く
場

所
の

選
択

肢
が

広
が

れ
ば

良
い

な
ぁ

と
思

い
ま

す
。

 
同

じ
人

の
土

地
か

ら
何

度
も

買
わ

な
い

方
が

い
い

。
 

難
し

い
と

思
う

が
、

も
っ

と
大

学
の

専
門

学
科

や
専

門
学

校
を

増
や

し
て

欲
し

い
。

 
母

子
家

庭
や

低
所

得
者

の
高

校
や

大
学

の
費

用
な

ど
の

負
担

の
軽

減
を

し
て

欲
し

い
。

(手
当

て
な

ど
の

支
給

を
考

え
て

欲
し

い
。

)
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【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
八

戸
学

院
の

よ
う

に
、

子
供

が
市

外
に

出
な

け
れ

ば
学

べ
な

い
環

境
を

改
善

し
て

欲
し

い
。

 
市

外
や

県
外

に
出

て
、

そ
こ

か
ら

む
つ

市
で

は
得

ら
れ

な
い

可
能

性
を

感
じ

て
し

ま
う

の
は

仕
方

な
い

と
思

い
ま

す
が

、
む

つ
市

で
平

穏
に

暮
ら

し
続

け
た

い
と

夢
を

持
つ

子
供

も
い

ま
す

。
（

う
ち

の
娘

は
八

戸
学

院
の

看
護

科
で

む
つ

市
に

で
き

る
な

ら
頑

張
り

た
い

と
言

っ
て

い
ま

す
）

 
む

つ
市

に
専

門
学

校
や

分
校

が
増

え
れ

ば
む

つ
市

で
の

就
職

に
も

つ
な

が
る

の
で

は
な

い
の

か
な

と
思

い
ま

す
。

 
非

課
税

世
帯

と
あ

ま
り

変
わ

ら
な

い
経

済
状

況
な

の
に

、
課

税
さ

れ
て

い
て

、
生

活
す

る
に

も
ギ

リ
ギ

リ
の

状
態

で
す

！
そ

ん
な

経
済

状
況

で
は

大
学

へ
の

進
学

を
と

て
も

考
え

ら
れ

ま
せ

ん
!

美
容

学
校

を
作

っ
て

ほ
し

い
！

 
必

要
の

な
い

経
費

等
。

例
え

ば
市

議
を

今
の

半
分

く
ら

い
減

員
し

て
そ

の
お

金
を

子
供

た
ち

の
た

め
に

な
る

よ
う

な
事

に
当

て
て

欲
し

い
。

 
本

当
は

行
き

た
い

の
に

高
校

、
大

学
を

諦
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

現
実

を
な

く
し

て
ほ

し
い

。
 

不
登

校
の

子
の

社
会

復
帰

へ
の

取
り

組
み

。

 
不

登
校

問
題

。

 
部

活
動

を
や

り
た

い
の

で
、

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
遅

い
便

を
運

行
し

て
ほ

し
い

。
今

の
ま

ま
だ

と
、

迎
え

に
行

け
な

い
の

で
、

部
活

を
諦

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
返

済
不

要
の

奨
学

金
拡

充
。

 
勉

強
、

ス
ポ

ー
ツ

な
ど

気
軽

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
施

設
が

あ
る

と
い

い
。

苫
生

、
田

名
部

中
学

区
通

学
路

の
整

備
。

 
母

子
家

庭
や

生
活

保
護

な
ど

の
世

帯
関

係
な

く
、

全
て

の
子

供
に

平
等

に
支

援
し

て
ほ

し
い

。
 

特
に

母
子

家
庭

の
養

育
費

や
彼

氏
か

ら
の

金
銭

援
助

隠
し

、
母

親
が

ギ
ャ

ン
ブ

ル
、

飲
み

に
出

歩
く

、
子

供
を

家
に

置
い

て
バ

レ
な

い
様

に
彼

氏
の

家
に

半
同

棲
な

ど
目

立
ち

ま
す

。
 

大
学

、
専

門
学

校
な

ど
の

学
費

も
無

料
に

な
る

な
ど

聞
き

ま
す

。
一

般
家

庭
の

方
が

家
計

が
苦

し
い

世
帯

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

！
そ

し
て

子
供

も
、

一
般

家
庭

の
子

供
の

方
が

高
い

奨
学

金
借

り
て

る
子

供
多

い
で

す
。

母
子

家
庭

や
め

ら
れ

な
い

と
本

人
が

言
っ

て
ま

し
た

。
不

公
平

で
す

！
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【
む

つ
市

へ
の

要
望

】

Ｑ
１

８
．

子
供

の
将

来
の

夢
の

実
現

に
向

け
て

、
む

つ
市

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
自

由
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

行
ラ

ベ
ル

 
未

来
の

子
供

達
の

為
に

人
材

不
足

が
深

刻
に

な
っ

て
い

く
中

で
、

色
ん

な
選

択
肢

の
あ

る
資

格
の

取
れ

る
学

校
が

あ
れ

ば
良

い
と

思
い

ま
す

。
そ

の
為

の
市

か
ら

の
補

助
金

を
お

願
い

し
た

い
で

す
。

 
学

生
だ

け
で

無
く

社
会

人
で

も
資

格
が

必
要

な
場

合
等

申
請

し
て

補
助

金
が

貰
え

仕
事

に
対

し
て

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

上
げ

て
仕

事
が

出
来

れ
ば

良
い

で
す

が
。

 
魅

力
的

な
企

業
の

誘
致

に
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
い

。
 

夢
は

あ
り

ま
す

が
現

実
に

は
 お

金
の

面
で

厳
し

い
状

態
な

の
で

、
親

の
願

い
は

 夢
が

あ
る

子
達

に
小

学
校

か
ら

行
き

た
い

学
校

が
あ

る
な

ら
義

務
化

、
無

償
化

に
な

っ
て

ほ
し

い
願

い
で

す
。

 
優

秀
な

子
ど

も
た

ち
の

育
成

だ
け

で
は

な
く

、
市

内
の

子
ど

も
た

ち
全

体
の

学
力

の
底

上
げ

に
力

を
入

れ
て

も
ら

い
た

い
。

 
子

ど
も

た
ち

を
取

り
こ

ぼ
さ

な
い

教
育

の
機

会
を

作
っ

て
も

ら
い

た
い

。
 

全
体

的
な

学
力

が
上

が
れ

ば
、

人
格

も
、

人
材

も
、

自
然

と
育

っ
て

い
く

は
ず

。
学

力
が

上
が

る
こ

と
は

将
来

の
選

択
肢

が
広

が
る

こ
と

に
も

つ
な

が
る

。
そ

れ
に

よ
り

、
た

と
え

む
つ

市
を

離
れ

た
と

し
て

も
、

い
つ

か
、

優
秀

な
人

材
に

限
ら

ず
、

む
つ

市
を

支
え

ら
れ

る
人

が
戻

っ
て

く
る

サ
イ

ク
ル

が
で

き
あ

が
る

の
で

は
な

い
か

。
 

ま
た

、
未

来
を

担
う

子
ど

も
全

体
の

教
育

に
力

を
入

れ
る

自
治

体
で

あ
れ

ば
、

子
ど

も
た

ち
も

む
つ

市
を

誇
り

に
思

い
、

む
つ

市
で

働
き

た
い

と
希

望
が

持
て

る
。

さ
ら

に
は

む
つ

市
に

魅
力

を
感

じ
る

人
が

集
ま

っ
て

く
る

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

 
様

々
な

可
能

性
が

あ
る

の
で

が
ん

ば
ろ

う
ぜ

！

 
様

々
な

職
業

を
知

り
、

体
験

で
き

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
し

て
ほ

し
い

。
 

様
々

な
職

業
資

格
が

取
れ

る
学

科
、

専
門

学
校

が
む

つ
市

に
来

て
い

た
だ

け
た

ら
子

供
達

の
可

能
性

を
経

済
的

負
担

を
考

え
ず

に
拡

げ
る

事
が

出
来

る
の

で
、

兄
弟

を
も

う
け

る
上

で
の

判
断

に
深

く
繋

が
っ

て
行

く
と

思
い

ま
す

。
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